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◆2月中の異動状況

出生……10人 死亡……48人

転入… 63人 転出……95人

世帯数 15,825（－20世帯）

男 16,499人（－35人）

女 17,653人（－35人）

総人口 34,152人（－70人）

（　）内は前月比

人口の動き ２月₂₉日現在
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※表紙写真説明

桜と旧閑谷学校
　写真は３月中旬に撮影した
ものです。河津桜の後には、
ソメイヨシノが見ごろになっ
ています。春の暖かい日差し
の中、旧閑谷学校へ足を運ん
ではいかがでしょうか。

2020 4
“まちづくりは人づくり”

　本賞は、市ゆかりの個人または団体のうち、学びのまちづくりにお
いて顕著な功績をあげたものに授与することで、その取り組みに感謝
し、今後の活躍を奨励するものです。

　

　本賞は、市ゆかりの個人または団体のうち、学びのまちづくりにお

第２回　備前楷の木賞　決定

備前楷の木大賞･楷の木賞（地域貢献賞）
　柳澤　啓子さん（片上）（写真左から４人目）

　2014年５月に片上に移住して以来、地域の人、物、文化に触れ、「すずら

ん亭便り」というエッセイを発刊したり、地域活性化を目的として始められ

た「片上古道アート散歩」にもアーティスとして積極的に参加しているほか、

自宅（すずらん亭）を人々の憩いの場とすることを計画しています。

　「すずらん亭便り」が、市外のみならず市内の人にも発信していきたい出

来栄えであること、今後学生とのコラボの見込みがあることなど、多様な活

動への将来性の高さが評価されました。

楷の木賞（スポーツ賞）　鈴木　一
たいら

平さん（伊部）（写真左から3人目）

　学生、社会人時代の野球経験をもとに、20年以上に渡り地域の野球チーム

の監督を務め、独自の指導方法を確立させていきながら、スポーツを通じて、

子どもたちの未来を見据えた健全育成に尽力しています。

　さまざまな人との出会いから自らも学び、成長し、その度に新たなことに挑戦

しており、地域へも多大な貢献をされている点について、高く評価されました。

楷の木賞（芸術文化賞）　劇団　花みずき（吉永）（写真左から1、2人目）

　平成５年、協力し合って作品を作り上げる楽しさを味わい、達成感を分か

ち合うことを目的として結成されました。作品は団員の手作りで、毎年の地

区文化祭で新作を発表し続け、PTA研修会、高齢者施設への慰問など公演は

353回を数えます。明確なメッセージ性を持った作品、継続的な取り組み、

実績が高く評価されました。

楷の木賞（学び賞）　
　備前市立片上小学校６年生（片上）（写真左から5人目・代表…同小学校長）

　〝届けよう、服のチカラ〞プロジェクトの活動を通じて、難民問題に対し

て「他人事」でなく「自分事」として、取り組んでいます。また、関係団体

の協力の輪も積極的に広げ、さまざまな人と連携しながら身近な社会貢献活

動を行っており、学びを深めています。活動の主体性、協働性、実績ともに

高く評価されました。

　備前市立三石小学校６年生（三石）（写真左から6人目・代表…同小学校長）

　「冒険しようよ」というスローガンのもと、論語学習、ハンセン病学習、

和太鼓演奏にチャレンジしています。ハンセン病学習では、実際に現場を訪

れて見聞きした体験をもとに、学生が自分なりに考え、学びを深めながら発

表会を行っています。アウトプットを主眼とした取り組み内容が、評価され

ました。
問秘書広報課（☎64-1800）
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　今回提案しております諸議案の説明に先立
ち、令和2年度の市政の推進について、所信
の一端を申し述べさせていただきます。
　はじめに、市長就任から早いもので3年、
いよいよ任期の最終年に入ります。今年度は
総仕上げの年であると同時に、いろいろな節
目と重なる大切な1年であると認識しており
ます。令和の幕開け、オリンピックの開催に
はじまり、わがまちに目を向けますと、合併
１5周年記念式典、またそれに合わせ新庁舎の
落成式を開催いたします。旧閑谷学校も創学
３5０年を迎え、伊里地区に蕃山とその名を遺
す熊沢蕃山の没後３３０年にもあたります。ま
た、「東京備前市ゆかりの会」が発足するほか、
東備西播定住自立圏においても新ビジョンが
スタートしてまいります。さまざまな節目を
迎える中で、備前市がひとつになり、縁ある
ことの喜びをみんなで共有できる、そんな
1年にしてまいりたいと考えております。
　また、これに関連し令和2年度では備前市
総合計画と総合戦略の見直しが行われます。
アンケートやワークショップをはじめ、市民
の声を直接お聞きする機会を設け、さまざま
な世代の人たちに関わっていただきながら、
次なる１０年を考えます。地域の宝を掘り起こ
し、今あるもの、今もある思いを浮かび上が
らせることで、人々の和を広げていく取り組
みにつなげていきます。
　このようなタイミングを踏まえ、新年度を
迎えるにあたり、今一度、気持ちを新たに

「絆」「夢」「感謝」の思いを大切にしながら、
市政にまい進する所存であります。
　議員および市民の皆さんの御理解と、より
一層の御協力をお願いいたしまして、令和2
年度に向けての私の所信といたします。
　以下、多岐にわたります施策の中から主要
な事項について申し上げます。

田原隆雄市長は、２月定例議会の冒頭で

令和２年度の施政方針を発表しました。

内容を抜粋、要約してお知らせします。

※ 新型コロナウイルスの影響により、

　内容に変更が生ずる場合があります。

 

就
学
前
の
教
育
・
保
育
等
の
充
実 

　

４
月
に
日
生
地
域
に
お
い
て
、
日
生
認
定
こ
ど
も
園
を
開
園

し
ま
す
。
ま
た
、
国
に
先
が
け
て
０
歳
か
ら
行
っ
て
い
る
「
保

育
料
の
無
償
化
」
を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
待
機
児
童
の
解
消

を
図
る
た
め
、
保
育
士
の
確
保
や
民
間
の
保
育
施
設
へ
の
援
助

を
拡
大
し
ま
す
。

 

小
・
中
学
校
教
育
の
充
実 

　

学
力
向
上
に
つ
い
て
は
、
校
内
研
修
の
充
実
に
よ
る
授
業
改
善

の
取
り
組
み
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、
教
職
員
の
資
質
の
向
上
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
や
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
や
図
書
館
司
書
の
全
校
配
置
等
、
充
実
し
た
教
育
環
境
を

積
極
的
に
活
用
し
な
が
ら
教
育
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

中
学
校
統
廃
合
に
つ
き
ま
し
て
は
、
実
施
計
画
に
基
づ
き
統

廃
合
に
向
け
て
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

 

子
育
て
不
安
の
解
消 

　

「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
と
「
す
こ
や
か
び
ぜ
ん
（
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）」
を
一
体
的
に
運
営
し
、
妊

娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
ま
で
の
総
合
的
な
支
援
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時
保
育
施
設
の
拡
充
や
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
新
設
・
環
境
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、「
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
団
体
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

 

高
校
教
育
に
お
け
る
柔
軟
な
学
び
の
場
の
提
供 

　

備
前
市
立
片
上
高
等
学
校
に
お
い
て
の
取
り
組
み
を
広
く
周

知
し
て
い
く
こ
と
で
、
片
上
高
校
の
魅
力
化
づ
く
り
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
入
学
を
希
望
す
る
生
徒
の
増
加
へ
と
つ
な
げ
ま
す
。

 

生
涯
学
習
の
機
会
充
実 

　

地
域
学
校
協
働
本
部
事
業
や
備
前
ま
な
び
塾
＋
（
プ
ラ
ス
）

等
を
通
じ
、
市
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
し

て
活
動
す
る
場
の
拡
充
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
奨
学
金
貸
付
制

度
並
び
に
新
規
卒
業
者
を
対
象
と
し
た
定
住
促
進
返
還
支
援
制

度
の
広
報
活
動
等
に
努
め
ま
す
。

 

公
民
館
・
図
書
館
機
能
の
充
実
　 

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
整
備
基
本
構
想
に
基
づ
き
、

引
き
続
き
整
備
の
方
向
性
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
２
年
度
は

三
石
地
区
公
民
館
の
建
替
え
並
び
に
伊
里
地
区
公
民
館
の
整
備

に
取
り
組
み
ま
す
。

 

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進 

　

市
体
育
施
設
や
学
校
体
育
施
設
の
有
効
活
用
に
向
け
、
整
備

や
機
能
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
備
前
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基

本
計
画
の
策
定
を
進
め
、
併
せ
て
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

人
権
問
題
の
解
決 

　

人
権
問
題
に
つ
い
て
、
旧
閑
谷
学
校
の
「
良
知
」
の
考
え
を

基
本
に
教
育
・
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
備
前
市
男

女
共
同
参
画
基
本
計
画
の
次
期
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
２
年

度
で
は
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
等
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

 

歴
史
文
化
の
活
用
と
伝
統
文
化
の
継
承 

　

旧
閑
谷
学
校
に
つ
い
て
、
関
係
市
（
水
戸
市
、
足
利
市
、
日

田
市
）
と
連
携
し
、
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
事
業
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
２
年
度
は
旧
閑
谷
学
校
創
学
３
５
０
年
の
年
と

な
る
こ
と
か
ら
、
記
念
と
な
る
各
種
事
業
を
展
開
し
ま
す
。
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市民のページ  
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
と
地
域
活
動
の
支
援 

　

引
き
続
き
「
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
の
全
地
区
設
置
に
向
け
た

支
援
を
推
進
し
ま
す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
は
、
地

域
力
の
維
持
と
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
期
間
満
了
後
の
定
住

化
策
に
つ
な
げ
ま
す
。

 

国
際
交
流
・
地
域
間
交
流
の
推
進 

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
と
の
交
流
に
つ
い
て
、

い
ず
れ
も
本
市
で
受
け
入
れ
を
予
定
し
て
お
り
、
中
で
も
ア
メ

リ
カ
・
メ
ン
ロ
ー
パ
ー
ク
市
は
、
姉
妹
都
市
へ
の
格
上
げ
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
へ
の
対
応
を
強
化
す
る
た
め
、

ベ
ト
ナ
ム
人
通
訳
を
配
置
し
ま
す
。

 

移
住
・
定
住
の
促
進 

　

若
年
夫
婦
世
帯
家
賃
補
助
や
新
築
住
宅
補
助
な
ど
の
各
種
住

宅
関
連
補
助
制
度
を
継
続
し
ま
す
。
移
住
相
談
会
へ
の
参
加
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
提
供
な
ど
に
加
え
、
教
育
環
境
の
充

実
や
観
光
情
報
な
ど
、
本
市
の
魅
力
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

Ｐ
Ｒ
方
法
を
模
索
し
ま
す
。

 

安
全
で
お
い
し
い
水
の
安
定
供
給 

　

坂
根
浄
水
場
へ
の
紫
外
線
処
理
施
設
の
導
入
並
び
に
東
部
地

域
へ
の
送
水
拠
点
と
な
る
三
石
第
一
加
圧
ポ
ン
プ
場
の
更
新
整

備
を
５
か
年
で
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
諸
島
へ
安
定
給
水
を
行

う
た
め
の
鹿
久
居
島
配
水
池
整
備
、
香
登
・
木
谷
地
区
で
の
基

幹
管
路
更
新
整
備
等
に
努
め
ま
す
。

 

身
近
な
安
全
・
安
心
対
策
の
充
実 

　

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
対
す
る
補
助
の
継
続
、
新
た
に
高
齢

者
を
狙
っ
た
特
殊
詐
欺
等
へ
の
被
害
防
止
対
策
と
し
て
迷
惑
電

話
防
止
機
能
付
機
器
購
入
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
の
著
し
い
日
生
駅
前
駐
輪
場
の
更
新
を
行

い
、
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

 

消
防
・
防
災
体
制
の
強
化 

　

地
域
防
災
力
を
強
化
す
る
た
め
、
住
民
の
自
主
的
な
取
り
組

み
に
対
す
る
補
助
の
拡
充
や
自
主
防
災
組
織
の
結
成
の
促
進
、

育
成
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
的
な
災
害
情
報
等

を
迅
速
に
市
民
に
伝
達
す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線

同
報
系
の
整
備
を
３
年
間
の
継
続
事
業
で
順
次
進
め
ま
す
。

 

河
川
改
修
・
砂
防
施
設
整
備 

　

河
川
、
急
傾
斜
地
な
ど
の
整
備
を
進
め
、
防
災
機
能
の
向
上

を
図
り
ま
す
。
砂
防
施
設
は
五
石
地
区
の
急
傾
斜
地
を
県
事
業

に
よ
り
整
備
す
る
ほ
か
、
県
管
理
河
川
の
浚
渫
に
つ
い
て
も
、

残
土
処
分
場
の
完
成
に
向
け
て
関
係
者
と
の
協
議
を
継
続
し
、

建
設
に
向
け
進
入
路
の
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

 

た
め
池
・
治
山
対
策
の
推
進 

　

防
災
重
点
た
め
池
の
五
石
新
池
、
宿
瀬
池
、
城
山
池
、
大
露

口
池
、
同
道
池
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、

元
年
度
に
引
き
続
き
県
事
業
に
よ
る
蕃
山
地
区
の
長
谷
上
池
改

修
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

生
活
自
立
の
支
援 

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
経
済
的
自
立
に
向
け
、
就
職
に
有
利
な

資
格
や
技
能
の
取
得
の
た
め
の
支
援
制
度
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
保
護
に
至
る
前
の
多
様
で
複
合
的
な
課
題
を
抱

え
る
生
活
困
窮
者
に
対
し
、
早
期
に
経
済
的
・
社
会
的
自
立
が

で
き
る
よ
う
相
談
支
援
や
就
労
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

障
が
い
が
あ
る
人
へ
の
福
祉
の
充
実 

　

地
域
に
お
い
て
自
立
し
た
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
相
談
支
援
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
現
計
画
の
期
間
満
了

に
伴
い
、
３
年
度
か
ら
の
取
り
組
み
と
し
て
「
第
６
期
障
が
い
福

祉
計
画
」「
第
２
期
障
が
い
児
福
祉
計
画
」
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

 

高
齢
者
へ
の
福
祉
の
充
実 

　

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策

定
し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
に
よ
る
虚
弱
に
な
る
前
の
段
階
で
、

幅
広
く
居
場
所
づ
く
り
や
活
動
が
で
き
る
よ
う
地
域
の
サ
ロ
ン

活
動
を
重
点
的
に
支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、
認
知
症
の
段
階

に
合
わ
せ
た
支
援
を
行
う
ケ
ア
パ
ス
の
普
及
に
努
め
、
認
知
症

施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
推
進 

　

職
域
や
地
域
団
体
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
保
健
師
・
栄
養
士
に

よ
る
健
康
教
室
、
栄
養
教
室
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
の
健
康
増
進
や
地
域
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
健
康
づ
く
り
拠
点
施
設
の
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

 

地
域
に
密
着
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
む
け
、
医
療
・
介
護
の

み
な
ら
ず
、
予
防
・
保
健
等
の
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す
。
市
立
３
病
院
は
市
民
が
求
め
る
救
急
患
者
の
受
け
入

れ
、
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
の
役
割
強
化
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
等
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
開
業
医
等
を
は
じ
め
と
す

る
医
療
機
関
や
介
護
事
業
所
等
と
の
連
携
強
化
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
将
来
の
３
病
院
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
国
か
ら
市
立
２
病
院
が
再
編
対
象
機
関
と
し

て
公
表
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
年
度
は
国
、
県
等
の
動
向
を

注
視
し
、
具
体
的
な
方
向
性
を
定
め
ま
す
。

 

里
海
づ
く
り
を
柱
と
し
た
水
産
業
の
振
興 

　

ア
マ
モ
場
の
再
生
活
動
を
中
心
と
し
た
「
里
海
づ
く
り
」
の

取
組
み
や
海
洋
教
育
、
多
様
な
人
々
の
交
流
拠
点
と
し
て
、「
渚

の
交
番
」
整
備
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

商
工
業
・
海
運
業
の
振
興 

　

商
業
振
興
対
策
事
業
補
助
金
を
増
額
し
、
空
き
店
舗
活
用
、

商
店
リ
フ
ォ
ー
ム
、
新
規
創
業
支
援
に
努
め
、
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
市
内
商
工
業
団
体
と
の
連
携
を
強

化
し
、
地
場
産
業
の
発
展
に
努
め
ま
す
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
既
存
企
業
の
留
置
に
努
め
る
と
と

も
に
、
用
地
確
保
や
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
方
式
に
よ
る
団
地
造
成

の
早
期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。
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賑
わ
い
を
も
た
ら
す
観
光
の
振
興 

　

シ
ー
・
ト
ゥ
ー
・
サ
ミ
ッ
ト
の
継
続
実
施
や
閑
谷
学
校
創
学

３
５
０
年
を
記
念
し
た
マ
ル
シ
ェ
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
の
第
１
弾
と
し
て
、
伊
部
地
区
の
観
光
施
設

整
備
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
備
前
観
光
協
会
の
事
務
局
を
伊

部
地
区
に
移
転
し
、
観
光
振
興
と
組
織
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
映
画
「
ハ
ル
カ
の
陶
」
が
第
１０
回
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ

ン
大
賞
で
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
中
国

で
の
上
映
な
ど
海
外
展
開
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
れ
を
契
機
に

備
前
焼
の
海
外
へ
の
販
路
拡
大
を
推
進
し
ま
す
。

 

秩
序
あ
る
土
地
利
用
と
良
好
な
市
街
地
の
整
備 

　

伊
部
・
浦
伊
部
土
地
区
画
整
理
事
業
廃
止
後
の
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、
必
要
と
な
る
道
路
整
備
な
ど
に
よ

り
土
地
の
有
効
利
用
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
今
後
の
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
と
し
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に
む
け
、
立

地
適
正
化
計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

 

住
宅
の
供
給
と
安
心
で
き
る
住
環
境
の
整
備 

　

民
間
企
業
と
連
携
し
、
新
た
な
住
環
境
の
創
出
を
模
索
し
ま

す
。
ま
た
、
空
き
家
の
適
正
管
理
及
び
活
用
の
推
進
に
取
り
組

み
ま
す
。
市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
将
来
を
睨
ん
だ
管
理
戸
数

の
設
定
と
施
設
の
再
編
及
び
整
備
を
進
め
ま
す
。　

 

生
活
排
水
の
適
正
処
理 

　

伊
里
中
、
友
延
、
麻
宇
那
、
穂
浪
、
三
石
地
区
の
公
共
下
水

道
整
備
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
下
水
道
計
画
区
域
外
に
つ
い

て
は
、
浄
化
槽
設
置
補
助
金
交
付
制
度
を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、

施
設
に
つ
い
て
は
、
吉
永
浄
化
セ
ン
タ
ー
や
片
上
雨
水
ポ
ン
プ

場
の
電
気
設
備
更
新
、
大
股
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
機
械
設
備
や
新

庄
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
通
信
設
備
更
新
、
頭
島
、
大
多
府
浄
化
セ

ン
タ
ー
の
施
設
の
機
能
診
断
を
行
い
ま
す
。

 

道
路
環
境
の
整
備 

　

元
年
度
に
引
き
続
き
、
香
登
４
号
線
を
拡
幅
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
山
田
原
蕃
山
線
の
整
備
に
も
着
手
し
ま
す
。

 

公
共
交
通
の
確
保 

　

Ｊ
Ｒ
赤
穂
線
備
前
片
上
駅
西
側
に
市
営
バ
ス
・
ス
ク
ー
ル
バ

ス
駐
車
場
を
整
備
し
、同
駅
前
を
Ｊ
Ｒ
駅
と
の
交
通
結
節
点
と

位
置
付
け
て
市
営
バ
ス
の
ハ
ブ
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
、民
間
バ
ス

事
業
者
と
も
連
携
し
て
乗
り
継
ぎ
等
に
配
慮
し
た
運
行
ダ
イ
ヤ

の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
市
営
バ
ス
車
両
に
つ
い
て
は
、
車
い

す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
も
乗
車
可
能
な
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
車

両
の
導
入
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
交

付
や
離
島
定
期
船
の
運
行
支
援
等
に
つ
き
ま
し
て
も
事
業
を
継

続
し
ま
す
。

 

一
般
廃
棄
物
の
適
正
処
理
と
省
資
源
・
循
環
型
社
会
の
構
築 

　

減
量
化
・
資
源
化
の
た
め
、
ご
み
分
別
の
推
進
と
９
種
２３
分

別
の
完
全
実
施
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。ま
た
、

将
来
の
廃
棄
物
処
理
施
設
・
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
整
備
施
策
を 

進
め
て
い
く
た
め
、循
環
型
社
会
推
進
地
域
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

 

環
境
保
全
対
策
の
推
進 

　

野
谷
坑
廃
水
処
理
場
の
更
新
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
ま

た
、
公
害
の
未
然
防
止
や
、
省
エ
ネ
、
低
炭
素
化
を
目
指
し
、

官
民
協
力
し
な
が
ら
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
努
め
ま
す
。

 

広
聴
・
広
報
活
動
の
充
実
と
情
報
公
開
の
推
進 

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
十
二
分
に
活
用

し
ま
す
。
ま
た
、
備
前
市
に
興
味
が
持
て
る
よ
う
な
情
報
発
信

ツ
ー
ル
と
な
る
よ
う
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
、
ア
プ
リ

等
の
情
報
発
信
媒
体
を
連
携
さ
せ
ま
す
。

 

市
有
財
産
の
有
効
活
用
と
適
正
な
管
理 

　

備
前
市
社
会
福
祉
協
議
会
日
生
支
所
を
総
合
支
所
庁
舎
に
統

合
す
る
ほ
か
、
自
主
財
源
確
保
の
た
め
遊
休
資
産
の
売
却
に
も

努
め
ま
す
。

　

新
庁
舎
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
外
構
や
駐
車
場
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

　

旧
ア
ル
フ
ァ
ビ
ゼ
ン
に
つ
い
て
は
、
市
民
と
の
意
見
交
換
会

を
ふ
ま
え
た
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
基
本
設
計
・
実
施
設
計
を

行
い
ま
す
。

 

健
全
な
財
政
運
営 

　

本
市
の
２
年
度
予
算
で
は
、
総
所
得
の
緩
や
か
な
伸
び
か
ら

個
人
住
民
税
で
若
干
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
税
率
改

正
や
原
料
価
格
の
影
響
を
受
け
る
法
人
市
民
税
及
び
地
価
下
落

の
影
響
を
受
け
る
固
定
資
産
税
で
は
減
収
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、 

税
収
の
確
保
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替
え
に
よ
る
優
遇
措
置
が
皆
無
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
を
含
む
一
般
財
源
が
必
要
額
に
対

し
大
幅
に
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
に
引
き
続
き
財
政

調
整
基
金
を
取
崩
し
て
補
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
の
弾
力
性
の
指
標
と
な
る
経
常
収
支
比
率
は
、

平
成
３０
年
度
決
算
で
９
５
．１
パ
ー
セ
ン
ト
と
極
め
て
高
い
水
準

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
、

防
災
機
能
の
強
化
や
公
共
施
設
の
再
編
統
合
を
着
実
に
進
め
な

が
ら
、
将
来
に
向
け
て
ま
ち
の
安
全
性
や
利
便
性
を
高
め
て
ゆ

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
に
要
す
る
多
額
の
財
源
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
地
方
債
の
発
行
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

過
疎
債
や
合
併
特
例
債
な
ど
交
付
税
制
度
で
優
遇
措
置
の
あ
る

市
債
を
限
定
的
に
発
行
す
る
こ
と
で
、
世
代
間
で
負
担
の
均
衡
を

図
る
と
と
も
に
、
公
債
費
負
担
の
抑
制
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
２
年
度
か
ら
５
カ
年
計
画
の
第
４
次
備
前
市
行
財

政
改
革
大
綱
・
行
政
改
革
プ
ラ
ン
の
取
組
を
着
実
に
進
め
る
こ

と
に
よ
り
健
全
財
政
へ
の
立
て
直
し
を
図
り
、将
来
世
代
が
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
持
続
可
能
な
ま
ち
備
前
市
を
築

い
て
ま
い
り
ま
す
。
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　新年度の主な事業

 将来を担う人材が育つまち 
… ●小・中学校給食費補助金……………… 3,250万円

就学後の子育て世帯の負担軽減を図るため、小・中学校給

食費について、第2子半額、第3子以降全額を補助します。

… ●国際理解教育推進事業………………… 8,898万円
英語指導力向上のための教職員研修を実施するとともに、

ALT（英語指導助手）を各小・中学校に1名配置します。

… ●学校図書館運営事業… ………………… 4,790万円
学校図書館司書を各小・中学校に1名配置します。

… ●伊里小学校プール改修事業……… 1億5,224万円
老朽化した伊里小学校プールの改修工事を行います。

新規●西鶴山小学校トイレ改修事業… ……… 2,658万円
西鶴山小学校トイレの洋式化等を行います。

… ●伊里共同調理場改修事業……………… 6,327万円
老朽化した伊里共同調理場の炊飯システム及び給湯シ

ステムを更新します。

… ●日生共同調理場改修事業……………… 2,585万円
老朽化した日生共同調理場の給湯システムを更新します。

新規●認可外保育施設等利用助成金………… 1,080万円
待機児童対策として、市内事業所等の就学前施設に入

所する児童の保育料負担に対し、助成を行います。

 ●第三の居場所事業… …………………… 1,381万円
子どもたちが安心・安全に過ごし、自立する力を育み

ながら地域とつながる場所づくりとして「第三の居場

所」の運営を行います。

 自分を磨ける・自分を変えられるまち 

新規●三石地区公民館・出張所外整備事業………3億7,274万円
老朽化した三石公民館及び三石出張所等を一体型施設

として整備します。

… ●総合運動公園外改修事業………………… 1,560万円
総合運動公園の電気設備及び体育館トイレ、日生温水

プールのボイラー改修など施設整備を行います。

 豊かな自然・歴史・文化の中で心豊かになるまち 
拡充●旧閑谷学校創学350年記念事業…………… 895万円

旧閑谷学校創学350年を記念し、講演の開催、記念誌や

PRグッズの作成などを行うとともに、文化庁が日本文

化を発信するイベント「日本博」に参画し、旧閑谷学

校の魅力を国内外へ発信します。

　地域での支え合いを基本とした協働を推進するまち 
… ●地域おこし協力隊導入事業… ………… 4,233万円

都市住民を地域おこし協力隊として受け入れ、隊員の

定住定着と地域活力の底上げを図ります。

拡充●協働のまちづくり研修事業… …………… 239万円
外部団体の活用により、まちづくり会議を活発化し、

地域課題の解決につながるような仕組みづくりや人材

育成などを支援します。

新規●外国人受入環境整備事業… ………………… 84万円
本庁及び総合支所に多言語対応翻訳システムを導入する

とともに、市内で生活する外国人の協力を得て、在留外

国人に対する一元的な相談窓口体制を整備します。

… ●若年者新築住宅補助金… ……………… 8,000万円
若年者の移住・定住促進を目的として、新築住宅の建設

又は建売住宅の購入に係る費用の1/10、上限100万円を

補助します。

… ●若年夫婦世帯家賃補助金… …………… 2,035万円
若年世帯の移住・定住促進を目的として、民間賃貸住宅

への入居に係る家賃の1/2、上限4万円で12箇月を補助

します。

… ●空家活用促進事業補助金 … …………… 2,300万円
空き家の有効活用による移住・定住促進を目的として、

空き家の購入に係る費用の1/10、上限50万円を補助しま

す。また、空き家バンクに登録された空き家内の家財道具

等を処分する場合、処分費用の2/3、上限20万円を補助

します。

… ●住宅リフォーム事業費補助金… ……… 3,300万円
住環境の向上、定住促進及び地域経済活性化を目的と

して、住宅のリフォーム工事に係る費用の1/10、上限

20万円（転入者40万円、耐震化100万円、市外業者によ

る施工は半額）を補助します。

 安全に暮らせるまち 
新規●日生駅前駐輪場整備事業… ……………… 800万円

老朽化したJR日生駅前駐輪場を更新整備します。

新規●特殊詐欺等被害防止対策機器設置事業補助金…… 10万円
高齢者を犯罪から守るため、迷惑電話防止機能付き電

話機の購入に対し補助を行います。（上限5,000円）

… ●防災行政無線整備事業… ………… 3億9,107万円
緊急的な災害情報やJアラート等を迅速に市民に伝達す

るためのデジタル同報系防災行政無線を年次的に整備

します。（～令和4年度）

 ●河川改良事業… …………………………… 970万円
閑谷川、立石川などの河川改良事業を実施します。

　令和２年度当初予算案を２月定例議会に上程しました。

　この当初予算は、総合計画に掲げる将来像「教育のま

ち備前」に向けて、これまで進めてきた学校教育や子育

て支援、移住定住等の施策を引き続き展開しつつ、高齢

化や人口減少を踏まえたまちづくりビジョンの策定や老

朽化した公共施設の更新と質・量の適正化への取組み、

マイナンバーカードの取得促進やAI等の技術を活用し

た業務の効率化などの電子自治体の推進に係る事業費を

計上したほか、防災減災や公共交通など市民のニーズや

関心の高い施策にも重点を置いた編成としています。

　一般会計の総額は、193億4,500万円（前年度当初比

6.2％減）となり、特別会計と事業会計を合わせた総合

計額は、411億737万円（前年度当初比2.1％減）となっ

ています。

一 般 会 計

193億4，500万円
令和２年度 予 算

一般会計性質別（単位：百万円）

性質別歳入 2年度
予算額

対前年度
伸率(％)

市　税 4,833 △ 2.5%

諸収入 216 △ 27.3%

繰入金・繰越金 1,399 △ 7.8%

分担金・負担金・
使用料・手数料・
財産収入・
寄附金

493 △ 23.7%

地方交付税・
地方譲与税・
交付金等

7,687 4.1%

市　債 2,090 △ 38.3%

国庫支出金 1,647 9.3%

県支出金 980 5.4%

合　　計 19,345 △ 6.2%
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  誰もがいつまでも安心して暮らせるまち 
　　●蕃山荘昇降式介護浴槽更新事業… ……… 715万円

老朽化した蕃山荘の昇降式介護浴槽を更新します。

 ●デイサービスセンター大ヶ池荘車両更新事業…………403万円
老朽化したデイサービスセンター大ヶ池荘の送迎車両

を更新します。

 ●認知症高齢者支援事業… ………………… 257万円

新規… …QRコード等の機能を活用した位置情報提供の仕組みを
構築し、認知症高齢者等に対する見守りネットワーク

を広げ、対象者及びその家族を支援します。

拡充… …認知症高齢者の見守り模擬訓練や「頭の健康チェック」などの
研修を実施し、認知症に対する正しい理解を促進します。

 ●出産祝金事業…… ………………………… 2,000万円
出産祝金として、1人10万円を支給します。

 地域の活力を生む産業を振興させるまち 
… ●有害鳥獣駆除奨励金… ………………… 3,034万円

有害鳥獣による農作物被害の拡大を防止するため、有

害鳥獣駆除班や猟友会への活動支援を行うことにより

個体数の減少を図ります。

新規●オリーブプロジェクト…… ………………… 800万円
耕作放棄地を開拓してオリーブを育成し、ブランド・

商品化を目指します。

… ●サテライトオフィス等誘致事業補助金…… 1,000万円
働く場の確保及び新たな人の交流による地域活性化を

図るため、空き家等を有効活用して企業のサテライト

オフィス等を設置する者に対し、事業費の3/4、上限

1,000万円を補助します。

 ●久々井地区企業用地造成事業… … 2億5,889万円
久々井地区に企業団地を造成します。

   快適な生活が送れるまち 
… ●立地適正化計画策定事業 ………………… 999万円

持続可能な都市経営を可能とするコンパクトなまちづ

くりを推進するため、立地適正化計画を策定します（～

令和3年度）。令和2年度は、都市機能誘導区域及び居

住誘導区域の検討を行います。

新規●都市計画図・地形図作成事業…… ……… 1,147万円
都市計画の見直しや防災対策等に活用するため、都市

計画図・地形図の更新整備を行います（～令和3年度）。

令和2年度は、航空写真の撮影等を行います。

新規●公共残土処分場整備事業…… ……… 1億3,000万円
河川改修に伴う浚渫土砂等を搬入するための残土処分

場を整備します。令和2年度は、残土処分場までの進

入道を整備します。

… ●建築物適正管理支援事業…… …………… 5,633万円
空家等除去支援事業、木造住宅耐震診断・改修事業な

どのほか、緊急輸送道路沿道建築物に係る耐震診断・

改修事業に対して、補助を行います。

 ●道路新設改良事業…… ……………… 3億4,078万円
香登4号線、山田原蕃山線など市道改良事業を実施します。

… ●橋梁維持事業…… ………………………… 6,400万円
橋梁長寿命化計画に基づき、橋梁の点検、修繕詳細設

計及び補修工事を行います。

… ●公共交通維持事業…… ……………… 1億8,884万円
市営バスの運行、離島定期船運航補助、地域内交通運

行事業補助などを行います。

… ●生活交通利用補助金…… ………………… 4,800万円
70歳以上の高齢者や妊産婦などの対象者に対し、日常

生活の利便性向上と社会活動の拡大を図るため、バス、

定期船、タクシーの利用補助を行います。

 環境を大切にして未来につなぐまち 
… ●野谷坑廃水処理場整備事業… …… 2億1,300万円

老朽化した野谷坑廃水処理場について、年次的に整備

を行います。 

新規●J－クレジット負担金…………………………10万円
温室効果ガスの排出削減量や吸収量をクレジットとして国

が認証する制度を活用し、地球温暖化対策に寄与します。

拡充●電気自動車導入促進補助金… ………………60万円
対象にPHVとV2Hを加え、電気自動車の導入を促進す

るため、補助を行います。（上限10万円）

… ●クリーンセンター備前焼却施設改修事業…… 4,300万円
クリーンセンター備前の施設保全に係る定期改修工事

を行います。

 計画を実現する行政 
 ●…ふるさと納税推進事業・まちづくり応援基金積立

事業… ……………………………… 1億8,643万円
ふるさと納税寄附の推進を図るとともに、寄附者のご厚志

に沿うまちづくりの財源とするための基金を積み立てます。

 ●新庁舎整備事業… ………………… 1億9,320万円
既存庁舎の解体撤去並びに附帯施設及び外構の整備工事

を行います。

 ●旧アルファビゼン跡地活用事業… …… 8,550万円
旧アルファビゼン跡地活用基本構想を基に、設計及び

周辺調査を行います。 

 ●学力向上実践研究事業…… ……………… 4,633万円
産官学連携（岡山大学・ベネッセ）による学力向上実

践研究に取り組みます。

区　分 令和2年度
予算額

対前年度
伸率(％)

一 般 会 計 1,934,500 △ 6.2

特

別

会

計

国民健康保険事業 422,135 △ 3.9

土地取得事業 540 5.1

三石財産区管理事業 437 △ 21.4

三国地区財産区管理事業 730 0.6

浄化槽整備事業 2,171 0.7

後期高齢者医療事業 61,729 4.4

介護保険事業 431,032 1.9

飲料水供給事業 2,953 10.7

宅地造成分譲事業 183 △ 26.8

駐車場事業 1,667 △ 20.2

企業用地造成事業 25,889 △ 14.7

水 道 事 業 会 計 241,103 58.1

下 水 道 事 業 会 計 392,434 △ 9.6

病 院 事 業 会 計 593,234 0.8

合　　計 4,110,737 △ 2.1

会計別予算状況（単位：万円）

性質別歳出 2年度
予算額

対前年度
伸率(％)

人件費 3,747 27.1%

公債費 1,763 △ 5.8%

扶助費 2,277 1.9%

物件費・
維持補修費

2,682 △ 18.4%

補助費等 3,307 △ 3.7%

普通建設事業費 2,770 △ 32.2%

繰出金 2,136 0.2%

投出資・貸付金 498 23.0%

積立金 115 △ 35.2%

その他 50 0.0%

合　　計 19,345 △ 6.2%
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みんなでまちづくり　あなたの声をお届けください！

～パブリックコメント（意見募集中）を実施しています～

　3月に策定しました、旧アルファビゼン跡地活用基本構想（案）について、広く市民の皆さんの意見を

取り入れるため、パブリックコメントを募集します。

【旧アルファビゼン跡地活用基本構想（案）】

　旧アルファビゼン建物解体後の跡地活用について、「交流と賑わい」を基本理念とした3つの構想案を

策定しました。

◆募集期間　4月１３日㈪～5月１１日㈪（期間内必着）

◆構想（案）・意見提出用紙の設置場所

　　　　　　市のホームページ、施設建設・再編課、日生・吉永総合支所、三石・三国出張所、

　　　　　　中央公民館（市民センター）、日生・吉永地域公民館

◆提出方法 　 意見提出用紙に日本語で記入し、直接持参されるか、郵送・FAXまたはEメールで施設建設・

再編課へ提出してください。電話および口頭での御意見などは受け付けていません。

◆問い合わせ・提出先　施設建設・再編課　（〒7０5-86０２ 東片上１２6　☎64-１877　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｅメール bzshisetsukensetsu@city.bizen.lg.jp）

ホストファミリー募集
　この夏、文化交流協定を結んでいるアメリカ・メンローパーク市からの訪問団員を受け入れて、思い出

に残る交流をしませんか。

◆と　　き　6月下旬（7日間）

　　　　　　※土曜日および日曜日は終日ホストファミリーと過ごしていただく予定です。

◆内　　容　①中学生、②成人のホームステイ受入れ（①、②とも2人1組または1人）

◆募集家庭　１０家庭程度・訪問団の送迎に融通がきく人

　　　　　　〔①市内在住の中学生のいる家庭　②どなたでもOK〕

　　　　　　※応募者多数の場合は抽選となります。

◆募集期間　4月1日㈬～4月３０日㈭

◆そ の 他　 今回ホストファミリーとなった家庭の生徒は、次回実施予定のアメリカ派遣事業の優先派遣

団員となります。

◆応募方法　申込用紙に必要事項を記入の上、企画課へ提出してください。（メール・FAX可）

　　　　　　※申込用紙は、企画課にあります。また市ホームページにも掲載しています。
申 問備前市国際交流協会事務局

　　（企画課内 〒7０5-86０２ 東片上１２6 ☎64-１87１　FAX64-３845　Ｅメール bzkikaku@city.bizen.lg.jp）

※新型コロナウイルス感染の状況により、延期または中止する場合があります。

▼前回受入時の様子

香登小学校で書写の授業参加 日生中学校で日本の伝統遊び体験
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日帰り人間ドック募集中
　協力医療機関が増えて（太字）受診しやすくなりましたので、

ぜひご利用ください。

一般ドック 脳ドック

実　　施

医療機関

大ヶ池診療所、木村内科
木村医院、草加病院
市立備前・日生・吉永病院
北川病院、平病院
小谷医院、赤穂市民病院
赤穂中央病院

草加病院

市立備前・吉永病院

赤穂市民病院

◆対象者　 国民健康保険の被保険者で、

　　　　　昭和２１年4月2日～昭和6１年4月1日生まれの人

　　　　　（※国民健康保険税を滞納している世帯は除きます。）

◆検査項目　 広報びぜん1月号または備前市ホームページを

ご覧ください。

◆自己負担　受診コース：

　　　　　　一般ドック 6,4００円、脳ドック 8,０００円

　　　　　　選択検査項目：

　　　　　　肝炎ウィルス検査 ３００円、ピロリ菌検査 ２００円

　　　　　　眼底検査 ２００円、肺機能検査 7００円

◆実施期間　 令和2年4月～令和3年2月（受診日は後日、

受診医療機関と調整。医療機関により月限定）

◆申込方法　 保健課保険医療係、各総合支所、三石出張所の

窓口に、保険証をご持参の上、希望のコースお

よび選択検査項目を申し込んでください。
問保健課保険医療係（☎64-１8１9）

日帰り人間ドック募集中

先着400人まで！

公民館からお知らせ
　

　何かを始めたい人、挑戦してみたい人、

趣味を広げたい人、仲間作りがしたい人、

まずは公民館にお問い合わせください。

あなたが輝けるグループ活動と出会える

かも・・・。

　備前市内には中央公民館1館、地域公民

館2館、地区公民館１３館あります。

　各公民館には、茶道・華道・写真・各種

楽器・語学・料理・裁縫・囲碁・絵画・文

芸・工芸・踊り・体操など、教養向上や健

康増進や社会福祉の増進を目的とする活発

なグループ２１9団体が活動しています。

　各グループは活動する公民館が決まって

いて（公民館毎の登録制）、随時メンバー

（会員）を募集しています。

施　　設 住　　所 連絡先

中央公民館
（市民センター） 西片上１7-２ ☎64-１１３３

西鶴山公民館 畠田１０２-１ ☎66-9545
香登公民館 香登本745-１ ☎66-9００１
伊部公民館 伊部１776-１ ☎64-２774
片上公民館 西片上１7-２ ☎64-１１３5
伊里公民館 友延4０9 ☎67-０００１
東鶴山公民館 佐山２6１6 ☎65-8００１
三石公民館 三石１０１０-１ ☎6２-０8１１

日生地域公民館
（日生市民会館） 日生町日生２4１-87 ☎7２-１００6

日生西公民館 日生町日生6３０-１ ☎7２-１００6
日生東公民館 日生町寒河３96１-２ ☎74-０94２
日生南公民館 日生町日生２794-１ ☎7２-１００6
吉永地域公民館 吉永町三股１9 ☎84-３8３9
和意谷公民館 吉永町和意谷１4２３-２ ☎84-２84０
神根公民館 吉永町神根本9１１ ☎84-２84０
三国公民館 吉永町都留岐３１9 ☎84-２84０

　久
ひさ

重
え

壽
す

美
み

子
こ

さん（伊部）が2月１8日
に満１００歳を迎えられました。
　久重さんは、久々井の生まれで、
若いころは神戸で洋裁をされており
結婚を機に鶴海に来られました。趣
味は編み物、地域の人に服の仕立て
をされたりしていました。帝国窯業
に55歳の定年まで、その後、てらみ
レストランに5年ほど勤められまし
た。夫が亡くなられてからは一人暮
らしをされていました。
　長寿の秘訣は、好き嫌いなく何で
も食べる。昔は３０品目食べるよう心
掛けておられたとのことです。

100歳
おめでとう

 ございます！ ございます！
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令和2年度　備前市社会体育関係事業予定表

期　　日
事　　業　　名 会　　場

月 日 曜日

4

2 ㈭ 備前地区グラウンド・ゴルフ連盟大会 備：多目的競技場

5 ㈰ 学童軟式野球選手権大会備前地区予選 備：多目的広場

7 ㈫ 3地区（赤穂、吉永、備前）グラウンド・ゴルフ交歓大会 備：多目的競技場

23 ㈭ 東備BL2020年山陽新聞社杯グラウンド・ゴルフ大会 備：多目的競技場

26 ㈰
市長杯春季大会 （ソフトボール） 伊里中学校

谷三三五記念陸上競技大会 備：多目的競技場

5

8 ㈮ 備前地区春季グラウンド・ゴルフ大会 備：多目的競技場

9 ㈯ 艇庫開き 吉：艇庫

13 ㈬ 3地区（備前・佐伯・吉永）グラウンド・ゴルフ交歓大会 吉：グラウンド

17 ㈰ あじさい杯ソフトバレーボール大会 備：体育館

23 ㈯ 全国小学生陸上東備地区選考会 備：多目的競技場

5～9 未　定 備前市スポーツ少年団奉仕活動 市内各地

6

9 ㈫ 備前市連盟団体対抗戦（グラウンド・ゴルフ） 備：多目的競技場

13 ㈯

東岡山ボーイズ大会（野球） 備：多目的広場

備前市ゲートボール連盟月例大会 久々井第3公園

備前市夏季大会（ソフトテニス） テニスセンター

14 ㈰ 日生町同級生バレーボール大会 日：体育館

20 ㈯
備前東備地区中学校夏季総合体育大会 備：陸上競技場ほか

吉永町夏季バドミントン大会 吉：体育館

21 ㈰ 日生町同級生ソフトボール大会 日：多目的広場

28 ㈰ 備前市実戦空手選手権拳チャレンジ 備：体育館

7

4 ㈯
東備地区夏季大会（ソフトテニス） テニスセンター

吉永町夏季バレーボール大会 吉：体育館

5 ㈰

市長杯夏季大会（ソフトボール） 伊里中学校

備前市長杯軟式野球 備：多目的広場

東備地区中学夏季総体 備：体育館

7 ㈫ 備前市長杯グラウンド・ゴルフ大会 備：多目的競技場

11 ㈯
海の月間　記念Ｂ＆Ｇ海洋スポーツ普及大会 吉：艇庫

備前市親善ゲートボール大会 吉永町南方GB場

12 ㈰

備前市長杯大会（ソフトテニス） テニスセンター

備前市長杯軟式野球大会 備：多目的広場

備前市リレーカーニバル（陸上競技） 備：多目的競技場

24 ㈮ BIZENナイター陸上フェスティバル 備：多目的競技場

29 ㈬
備前市小学生学童水泳記録会 備：温水プール

備前市連盟会長杯グラウンド・ゴルフ大会 吉：グラウンド

8

2 ㈰ 市長杯地区対抗バレーボール大会 備：体育館

18 ㈫ 備前市GG連盟Ｌ＆Ｂ大会 備：多目的競技場

23 ㈰ 会長杯備前ジュニア大会（ソフトテニス） テニスセンター

24 ㈪ 三石フォアサムグラウンド・ゴルフ大会 三石運動公園

29 ㈯ 備前和気剣道大会 備：体育館

30 ㈰ 岡山県学童軟式野球大会 備：多目的広場

9

1 ㈫ 備前市同級生グラウンド・ゴルフ大会 備：多目的競技場

5 ㈯ 備前市テニススクール　 テニスセンター

13 ㈰
ルーセント杯備前市秋季大会（ソフトテニス） テニスセンター

市長杯（ソフトボール） 伊里中学校

19 ㈯ 備前東備地区中学校秋季総合体育大会 備：陸上競技場ほか

27 ㈰
備前東備地区中学校秋季総合体育大会 備：陸上競技場ほか

備前市秋季バドミントン大会 備：体育館

10

4 ㈰
備前市民スポーツフェスティバル 備前市総合運動公園

備前市陸上競技選手権大会 備：多目的競技場

7 ㈬ 東備BL岡山県会長杯グランド・ゴルフ大会 備：多目的競技場

11 ㈰ 会長杯グラウンド・ゴルフ大会 片上小学校

15 ㈭ 備前市小学校学童陸上運動記録会 備：多目的競技場

18 ㈰
岡山県小学生選手権大会（ソフトテニス） テニスセンター

ドリーム杯（ミニバスケットボール） 備：体育館

22 ㈭ 東備・西播交歓大会（グラウンド・ゴルフ） 備：多目的競技場

24 ㈯ 備前市長杯ゲートボール大会 吉：グラウンド

25 ㈰

備前市体育協会長杯野球大会 備：多目的広場

コスモス杯ソフトバレー大会 備：体育館

市長杯秋季大会（ソフトボール） 伊里中学校
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期　　日
事　　業　　名 会　　場

月 日 曜日

11

5 ㈭ 東部支部親善ゲートボール大会 吉永町南方GB場

7 ㈯

会長杯ソフトバレーボール大会 片上小学校

備前市小学生親善大会（ソフトテニス） テニスセンター

くうねるあそぶ硬式野球大会 備：多目的広場

8 ㈰
全日本小学生大会県予選（ソフトテニス） テニスセンター

優くらぶ杯小学生男子バレー大会 備：体育館

14 ㈯ 吉永町秋季バドミントン大会 吉：体育館

15 ㈰
備前秋季陸上競技記録会 備：多目的競技場

備前市空手道選手権大会 備：体育館

17 ㈫ 備前地区秋季グラウンド・ゴルフ大会 備：多目的競技場

21 ㈯ 岡山県陸上協会学童部陸上競技教室 備：多目的競技場

22 ㈰ 優くらぶ杯小学生女子バレー大会 備：体育館

23 ㈪祝 東備小学生新人バレー交歓大会 備：体育館

28・29 ㈯㈰ 中学生硬式野球選手権大会 備：多目的広場

28 ㈯ 吉永町秋季バレーボール大会 吉：体育館

29 ㈰ 備前市スポーツ少年大会 備：体育館

12

5 ㈯
東部支部親善ゲートボール大会 吉永町南方GB場

中学生硬式野球選手権大会 備：多目的広場

6 ㈰
チャリティバレーボール大会 備：体育館

吉永町マラソン大会 吉：グラウンド周辺

5・6 ㈯㈰ 岡山オープンジュニア（Ｕ17）（テニス） テニスセンター

12・13 ㈯㈰
ダンロップ選抜ジュニア県予選（Ｕ12、Ｕ14）（テニス） テニスセンター

インドアアーチェリー選手権大会 備：体育館

13 ㈰ 高校体育連盟テニス専門部高校等級別大会（Ｃ級） テニスセンター

25・26 ㈮㈯ 高校体育連盟テニス専門部高校等級別大会（Ｂ級） テニスセンター

1

1 ㈮
香登スポーツ振興会≪初日の出熊山登山≫ 熊山展望台

山野を歩く会≪八塔寺飯盛山（城山）ご来光登山≫ 吉永町八塔寺

10 ㈰ 備前市インドア大会（ソフトテニス） 備：体育館

16・17 ㈯㈰ 高校等級別大会（テニス） テニスセンター

16 ㈯ 備前市中学生インドア大会（ソフトテニス） 備：体育館

23・24 ㈯㈰ 中国ジュニアウインター大会（テニス） テニスセンター

24 ㈰
備前市バレーボールフェスティバルソフトバレーボール大会 備：体育館

岡山県サッカー協会トレセン研修大会（Ｕ14） 備：多目的競技場

30 ㈯ 岡山県技術等級大会（ソフトテニス） テニスセンター

2

6 ㈯ どんこ杯小中学校バレー交流大会 備：体育館

11 ㈭祝 えびす駅伝競走大会 備：多目的競技場ほか

13 ㈯ 都道府県対抗中学生大会（ソフトテニス） 備：体育館

13・14 ㈯㈰ 岡山県少年サッカー優勝大会 備：多目的競技場

21 ㈰

Ｂ＆Ｇ財団会長杯争奪近隣市町親善少年剣道大会 吉：体育館

とくり会ジュニア杯大会 テニスセンター

都道府県対抗中学生大会（ソフトテニス） 備：体育館

3

6・７ ㈯㈰ 備前・瀬戸サッカー大会 備：多目的競技場

7 ㈰

とくり会杯近県大会（ソフトテニス） テニスセンター

高松宮賜杯野球大会 備：多目的広場

都道府県対抗中学生大会（ソフトテニス） 備：体育館

20 ㈯祝
びぜん優くらぶ硬式野球大会 備：多目的広場

シニア＆ジュニアふれあいサッカー大会 備：多目的競技場

21 ㈰ 都道府県対抗中学生大会（ソフトテニス） 備：体育館

28 ㈰
備前市春季バドミントン大会 備：体育館

磯野杯備前オープン団体対抗大会（ソフトテニス） テニスセンター

未　定 備前♡日生大橋マラソン 日生病院前特設会場

備：総合運動公園（☎64-3811）　日：日生運動公園（☎72-2226）　
吉：吉永Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎84-3776）　　　　　
※太字で記載の行事は、備前市・備前市教育委員会関係行事です。
※令和２年度3月現在で作成しておりますので、変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

問教育委員会社会教育課スポーツ振興係（☎63-3813）
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確定申告期限の延長について
　今般、国の方針を踏まえ、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、申告所得税、贈与税、

個人事業者の消費税について、4月１6日㈭まで、申告・納付期限を延長することとなりました。

　これに伴い、申告所得税および個人事業者の消費税の振替納税をご利用されている人の振替日について

も、延長することとなりました。（振替日は、申告所得税5月１5日㈮、個人事業者の消費税5月１9日㈫です。）

〇申告期限・納付期限

延長前

⇒

延長後
申告所得税 令和2年3月１6日㈪

令和２年４月16日㈭贈与税 令和2年3月１6日㈪
個人事業者の消費税 令和2年3月３１日㈫

※会場は瀬戸税務署です。申告のお問い合わせは右記まで。　　　 　問瀬戸税務署（☎０86-95２-１１55）
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）
竹
林
幸
作

◆
備
前
市
瀬
戸
内
市
監
査
委
員
事
務
局
（
昇
格

の
み
）
春
森
弘
晃

◎
看
護
部
長

備
前
病
院
看
護
部
長
（
備
前
病
院
看
護
部
長
兼

介
護
老
人
保
健
施
設
備
前
さ
つ
き
苑
療
養
部

長
）
和
田
鈴
美
◆
介
護
老
人
保
健
施
設
備
前
さ

つ
き
苑
療
養
部
長
（
介
護
老
人
保
健
施
設
備
前

さ
つ
き
苑
診
療
部
看
護
師
長
）
松
本
順
子
◆
日

生
病
院
看
護
部
長
（
日
生
病
院
看
護
部
看
護
師

長
）
石
山
美
戸
世

◎
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
園

認
定
こ
ど
も
園
総
括
主
幹
兼
保
育
園
総
括
主
幹

兼
片
上
認
定
こ
ど
も
園
長
（
片
上
認
定
こ
ど
も

園
長
）
原
田
千
暁
◆
認
定
こ
ど
も
園
総
括
主
幹

兼
保
育
園
総
括
主
幹
兼
吉
永
認
定
こ
ど
も
園
長

（
吉
永
認
定
こ
ど
も
園
長
）
濵
田
純
代
◆
大
内

保
育
園
長
（
伊
部
認
定
こ
ど
も
園
主
任
保
育
教

諭
）
藤
浪
砂
織
◆
伊
部
認
定
こ
ど
も
園
長
（
伊

部
認
定
こ
ど
も
園
副
園
長
）
石
村
了
子
◆
伊
里

認
定
こ
ど
も
園
長（
東
鶴
山
認
定
こ
ど
も
園
長
）

藤
原
佳
美
◆
東
鶴
山
認
定
こ
ど
も
園
長
（
伊
部

認
定
こ
ど
も
園
長
）
伊
勢
能
理
子
◆
日
生
認
定

こ
ど
も
園
長
（
日
生
保
育
園
長
）
藤
村
千
穂

◎
退
職
（
三
月
三
十
一
日
付
）

（
市
民
生
活
部
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

参
与
）
今
脇
誠
司
◆
（
保
健
福
祉
部
長
兼
福
祉

事
務
所
長
）
山
本
光
男
◆
（
産
業
部
長
兼
総
務

部
庁
舎
建
設
担
当
官
）
平
田
惣
己
治
◆
（
病
院

総
括
事
務
長
兼
吉
永
病
院
事
務
部
事
務
長
）
万

波
文
雄
◆
（
市
民
生
活
部
次
長
兼
政
策
監
兼
市

民
課
長
兼
三
石
出
張
所
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
長
）
柴
垣
桂
介
◆
（
保
健
福
祉
部
副
参

与
兼
社
会
福
祉
課
長
）
丸
尾
勇
司
◆
（
日
生
病

院
看
護
部
長
）
藤
原
淳
子
◆
（
幼
稚
園
総
括
主

幹
兼
認
定
こ
ど
も
園
総
括
主
幹
兼
日
生
幼
稚
園

長
）
横
山
由
利
江
◆
（
認
定
こ
ど
も
園
総
括
主

幹
兼
保
育
園
総
括
主
幹
兼
伊
里
認
定
こ
ど
も
園

長
）桑
原
洋
子
◆（
大
内
保
育
園
長
）
川
西
育
美

備
前
市
は
四
月
一
日
付
で
人
事
異
動
を
行
い
ま

し
た
。
課
長
級
以
上
の
異
動
は
次
の
と
お
り
。

た
だ
し
、兼
務
の
一
部
を
省
略
。※(   )

内
は
旧
任
。
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 令和２年度　狂犬病予防注射

・飼い犬には毎年狂犬病予防注射を受けさせましょう。

・注射を終えたら必ず注射済票の交付を受け、犬に付けましょう。

・犬の体調が悪い場合は獣医師に相談しましょう。

飼い主として　・近所迷惑や事故の原因となる放し飼いは止めましょう。
・散歩時の犬の糞は責任を持って持ち帰りましょう。
・犬の糞尿で道路や公園、他人の土地を汚さないようにしましょう。

各種届出をお忘れなく！

・犬を取得したとき　・犬が亡くなったとき　・飼い主が変わったとき　・犬の所在地が変わったとき

時　間 場　所
9：００～ 9：０5

吉永

南方会館
 9：１０～ 9：２5 吉永総合支所
 9：３０～ 9：4０ 岩崎集会所（ゆずりは前）
 9：45～ 9：5０ つづらコミュニティハウス
9：55～１０：００ 板屋公会堂

１０：０5～１０：１5 神根生活改善センター
１０：２０～１０：３０ 高田コミュニティハウス
１０：4０～１０：5０ 三国出張所
１０：55～１１：０5 下畑コミュニティハウス
１１：１5～１１：２０ 八塔寺バス停東側駐車場
１２：45～１２：5０ 福満コミュニティハウス
１２：55～１３：００ 金谷集会所
１３：０5～１３：１5

三石
野谷畑自治公民館

１３：２０～１３：３０ 旧三石商工会（三石郵便局前）
１３：３5～１３：45 三石出張所

時　間 場　所

 8：45～ 8：55

備前

市民センター駐車場
【中川時計店前駐車場】

 9：０5～ 9：２０ 伊里公民館
 9：２5～ 9：３5 麻宇那自治公民館
 9：4０～ 9：55 蕃山自治公民館
１０：０5～１０：１5 伊里中自治公民館
１０：２０～１０：３０ 閑谷自治公民館
１０：5０～１１：００ ひだすき作業所
１１：０5～１１：１5 浦南自治公民館
１１：２０～１１：３０ 伊部公民館
１１：３5～１１：55 リフレセンターびぜん
１２：００～１２：０5 池灘自治公民館
１３：１０～１３：２０ 香登公民館
１３：２5～１３：３5 福田市営住宅集会所
１３：4０～１３：5０ 西鶴山公民館
１３：55～１4：０5 新庄自治公民館
１4：２０～１4：３０ 佐山自治公民館
１4：３5～１4：45 鶴海自治公民館
１4：55～１5：００ 久々井自治公民館

時　間 場　所
 9：００～ 9：０5

備前
明石消防器庫

 9：１０～ 9：２０ 穂浪コミュニティハウス
 9：２5～ 9：３０ 木生自治公民館
 9：３5～ 9：4０

日生

三軒家会館
 9：5０～１０：００ 寒河東倶楽部
１０：０5～１０：１5 寒河コミュニティセンター
１０：２０～１０：３０ 日生運動公園体育館
１０：３5～１０：4０ 梅灘会館
１０：5０～１１：００ 頭島定期船乗場
１１：１０～１１：１5 中日生会館
１１：２０～１１：３０ 日生総合支所

時　間 場　所
 8：55～ 9：０5

吉永
三国出張所

 9：３5～ 9：55 吉永総合支所
１０：１０～１０：２5 三石 三石出張所
１０：45～１０：55

日生
寒河コミュニティセンター

１１：０5～１１：１5 日生総合支所
１１：２5～１１：３5

備前

伊里公民館

１１：45～１２：００
市民センター駐車場

【中川時計店前駐車場】
１３：１０～１３：２5 リフレセンターびぜん
１３：３5～１３：45 香登公民館
１３：5０～１4：００ 西鶴山公民館
１4：２０～１4：３０ 東鶴山公民館

※交通状況等の都合により予定時刻が前後する場合があります。

問保健課健康係（☎64-１8２０）

4月23日㈭

◆狂犬病予防集合注射日程◆

4月30日㈭

5月17日㈰

4月27日㈪

【手数料等】

・注射料金等　3,050円（狂犬病予防注射代 ２,5００円、注射済票交付手数料55０円）

・登録手数料　３,０００円（既に登録済の犬は不要）

狂犬病予防注射を受ける際は、事前送付のハガキを必ずお持ちください

広報びぜん　令和２年4月13



お知らせ　  information

　
保
健
・
医
療

特
定
疾
患
の
人
に

療
養
交
通
費
を
助
成

～
自
家
用
車
利
用
の
人
も
対
象
～

　

特
定
疾
患
（
腎
不
全
（
人
工
透

析
を
受
け
て
い
る
人
に
限
る
）、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
）
の
人
に

次
の
と
お
り
療
養
交
通
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

対

市
内
に
住
所
を
有
す
る
特
定
疾

患
の
患
者
で
通
院
治
療
を
受
け

て
い
る
人
。
た
だ
し
、
本
人
お

よ
び
そ
の
扶
養
義
務
者
の
市
民
税

に
お
け
る
所
得
が
１
千
万
円
未
満

で
、
申
請
日
に
お
い
て
市
税
の

滞
納
が
無
い
人
に
限
り
ま
す
。

補
助
額

通
院
中
の
医
療
機
関
ま
で

の
交
通
機
関
料
金
の
半
額
。
た

だ
し
、
週
２
回
以
内
で
月
額

５
千
円
が
上
限
。（
タ
ク
シ
ー
・

福
祉
有
償
運
送
利
用
の
場
合
は

領
収
書
が
必
要
。
自
家
用
車
の

場
合
は
公
共
交
通
機
関（
バ
ス
、

電
車
な
ど
）
料
金
相
当
額
）

対
象
期
間

４
月
支
払
い
（
１０
月
～

３
月
通
院
分
）

申

社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
管
理
課
に
備
え
付
け
の
申
請

書
に
医
療
機
関
の
証
明
を
受
け

て
、
４
月
１5
日
㈬
（
厳
守
）
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問

社
会
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

（
☎
 
１
８
２
４
）

「
家
族
介
護
ク
ー
ポ
ン
券
」

 

の
交
付
申
請
に
つ
い
て

　

在
宅
高
齢
者
の
介
護
者
に
、
介

護
用
品
と
引
換
え
が
で
き
る
ク
ー

ポ
ン
券
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

対

要
介
護
「
３
」「
４
」「
５
」
の

認
定
を
受
け
た
在
宅
高
齢
者
の

介
護
者
で
、
在
宅
高
齢
者
お
よ

び
介
護
者
と
も
に
市
民
税
非
課

税
世
帯
に
属
す
る
人

申

問

４
月
６
日
㈪
～
１7
日
㈮
ま
で

に
、
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ま

た
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
 
１
８
４
４
）
へ

　
　
子

育

て
　

児
童
扶
養
手
当
額
が
変
わ
り

ま
す

　

令
和
２
年
４
月
以
降
、
全
国
消

費
者
物
価
指
数
に
基
づ
き
、
児
童

扶
養
手
当
の
手
当
額
が
以
下
の
よ

う
に
変
わ
り
ま
す
。

支
給
月
額

〈
本
体
額
〉

（
全
部
支
給
）

４
２
，９
１
０
円
⇒
４
３
，１
６
０
円

（
一
部
支
給
）

１
０
，１
２
０
円
～
４
２
，９
０
０
円

⇒
１
０
，１
８
０
円
～
４
３
，１
５
０
円

〈
第
２
子
加
算
額
〉

（
全
部
支
給
）

１
０
，１
４
０
円
⇒
１
０
，１
９
０
円

（
一
部
支
給
）

５
，０
７
０
円
～
１
０
，１
３
０
円

⇒
５
，１
０
０
円
～
１
０
，１
８
０
円

〈
３
子
以
降
加
算
額
〉

（
全
部
支
給
）

６
，０
８
０
円
⇒
６
，１
１
０
円

（
一
部
支
給
）

３
，０
４
０
円
～
６
，０
７
０
円

⇒
３
，０
６
０
円
～
６
，１
０
０
円

　

４
月
以
降
に
、
金
額
変
更
後
の

証
書
を
送
付
し
ま
す
。

問

子
育
て
支
援
課（
☎
 
１
８
５
３
）

　
　
イ
ベ
ン
ト
　

加
子
浦
歴
史
文
化
館

問

（
☎
 
９
０
２
６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
 

２
０
７
３
）

休

火
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
（
４
月

３０
日
、
５
月
４
日
、
５
日
、
６
日
）

…

巡
回
企
画…

～
拝
め
る
仏
さ
ま
を
描
く
～

釈
尾
弘
邦
展 

　

「
当
代
最
高
に
し
て
、
絶
後
」

と
評
さ
れ
た
仏
画
家 

釈
尾
弘
邦

（
１
９
０
８
～
１
９
９
９
）
は
、

礼
拝
仏
を
描
け
る
最
後
の
人
物
と

し
て
、
生
涯
仏
画
一
筋
に
生
き
ま

し
た
。
仏
画
の
多
く
は
岡
山
で
制

作
さ
れ
、
弘
邦
は
父
親
の
出
生
地

で
あ
る
備
前
市
に
眠
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
そ
の
生

涯
と
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

時

４
月
２２
日
㈬
～
５
月
３０
日
㈯

　

９
時
～
１6
時
３０
分

入

無
料

国民健康保険の加入と
脱退について

　国民健康保険には、職場の健康保険に加入している人

や生活保護を受けている人を除いて、すべての人が加入

することになっています。国民健康保険への加入、脱退

は自動では切り替わりませんので、次のような場合は１4

日以内に市役所にて手続きをしてください。

◆加入するとき

・職場の健康保険などをやめたとき

・ほかの市区町村から転入したとき

　（職場の健康保険などに加入していない場合）

・子どもが生まれたとき

・生活保護を受けなくなったとき

※ 加入の届出が遅れると、加入資格を得た時点までさか

のぼって保険税を納めることになります。

◆脱退するとき

・職場の健康保険などへ加入したとき

・ほかの市区町村へ転出したとき

・死亡したとき

・生活保護を受け始めたとき

※ 脱退の手続きが遅れると、保険税が課税されたままに

なり引き続き納付書が送られてしまいます。

　必要書類など、くわしくは担当へお問い合わせください。
問保健課保険医療係（☎64-１8１9）

入入館料　　会会費　　持持参品　　
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備
前
焼
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

問

（
☎
 
１
４
０
０
）

休

毎
週
月
曜
日

入

大
人
５
０
０
円
、
高
校
生
・
大

学
生
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下

無
料
、
65
歳
以
上
お
よ
び
障
害

者
割
引
あ
り

※
最
新
情
報
な
ど
、
く
わ
し
く
は

備
前
焼
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

…

令
和
元
年
度
新
収
蔵
品
展…

　

令
和
元
年
度
に
寄
附
を
受
け
た

室
町
時
代
の
波
状
文
壺
、
天
正
・

文
禄
年
間
頃
の
三
石
・
二
石
甕
の

ほ
か
、
人
間
国
宝
・
金
重
陶
陽
の

宝
瓶
な
ど
、
１6
点
を
紹
介
し
ま
す
。

時

３
月
２7
日
㈮
～
６
月
２8
日
㈰

（
予
定
）
９
時
～
１7
時
（
入
館

は
１6
時
３０
分
ま
で
）

　
　
案
　
　
内
　

病
院
事
業　

職
員
募
集

　

令
和
２
年
７
月
１
日
採
用

【
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
】

採
用
予
定
人
員

2
人

・
昭
和
4０
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
人

・
市
立
３
病
院
ま
た
は
介
護
老
人

保
健
施
設
の
い
ず
れ
か

【
薬
剤
師
】

採
用
予
定
人
員

１
人

・
昭
和
5０
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
人

・
市
立
３
病
院
の
い
ず
れ
か

【
理
学
療
法
士
】

採
用
予
定
人
員

１
人

・
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
人

・
市
立
３
病
院
の
い
ず
れ
か

※
上
記
の
い
ず
れ
の
職
種
も
資
格

免
許
を
有
す
る
人（
取
得
見
込
可
）

試
験
期
日

①
５
月
２
日
㈯
作
文
・
適
性
検
査

等
②
５
月
１4
日
㈭
口
述
試
験（
面
接
）

申
込
期
限

４
月
２２
日
㈬　

※
必
着

提
出
書
類

・
受
験
申
込
書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ま
た
は

各
病
院
で
交
付
）

・
資
格
免
許
証
の
写
し
な
ど

申

問

病
院
事
業
職
員
採
用
担
当

（
吉
永
病
院
事
務
部
庶
務
係
）

(

☎
 
２
１
２
０

　
　

〒
７
０
９

−

０
２
２
４

…　

吉
永
町
吉
永
中5

6
3
-4

）

※
く
わ
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

医
師
、
看
護
学
生
等

修
学
資
金

　

備
前
市
で
は
、
医
師
確
保
、
看

護
学
生
等
修
学
資
金
貸
与
事
業
に

よ
り
、
令
和
２
年
度
貸
与
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

対
象
者

医
師
、
看
護
師
を
目
指
す

学
生
（
医
師
の
場
合
は
研
修
医
も

可
）
で
、
卒
業
後
に
備
前
病
院
、

日
生
病
院
、
吉
永
病
院
、
備
前
さ

つ
き
苑
に
勤
務
す
る
意
思
の
あ
る

人
（
住
所
地
は
問
い
ま
せ
ん
）

貸
与
額

【
医
師
確
保
修
学
資
金
】

　

月
額
２０
万
円

【
看
護
学
生
等
修
学
資
金
】

　

月
額
５
万
円

※
一
定
の
期
間
を
勤
務
す
れ
ば
、

返
還
を
免
除
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

４
月
１
日
㈬
～
２4
日
㈮

※
募
集
要
項
、
貸
与
申
請
書
は
備

前
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

申

問

備
前
病
院
（
☎
 
３
３
８
５
）

　

日
生
病
院
（
☎
 
１
１
１
１
）

　

吉
永
病
院
（
☎
 
２
１
２
０
）

　

備
前
さ
つ
き
苑（
☎
 
９
３
０
０
）

令
和
２
年
度

備
前
ま
な
び
塾+
（
プ
ラ
ス
）

土
曜
日
・
長
期
休
業
講
座

6
月
開
塾

学
習
支
援
者
募
集
！！

　

市
内
１０
か
所
の
公
民
館
を
会
場

に
今
年
度
も
「
備
前
ま
な
び
塾+

土
曜
日
・
長
期
休
業
講
座
」
を
実

施
し
ま
す
。

塾
生
お
よ
び
内
容

【
小
学
生
３
～
６
年
】

　

宿
題
な
ど
の
自
主
学
習（
国
語
、

算
数
、
社
会
、
英
語
の
問
題
集
・

参
考
書
も
配
置
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
使
っ
た
学
習
、
漢
検
学
習
な

ど
）

【
中
学
生
１
～
３
年
】

　

宿
題
な
ど
の
自
主
学
習
（
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
た
学
習
・
英

検
・
漢
検
学
習
な
ど
）

所

西
鶴
山
・
香
登
・
伊
部
・
片
上
・

伊
里
・
東
鶴
山
・
三
石
・
日

生
・
吉
永
地
域
公
民
館
、
寒
河

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
く
わ
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
公
民
館
な
ど
設
置
の
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
塾
日

【
土
曜
講
座
】
月
２
～
３
日
程
度

【
長
期
休
業
中
講
座
】

　

夏
・
冬
休
み　

７
日
程
度

※
開
塾
日
・
開
塾
時
間
は
会
場
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

申
込
方
法

　

各
公
民
館
な
ど
に
設
置
し
て
い

る
学
習
支
援
者
募
集
チ
ラ
シ
、

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
塾
生
募
集
に
つ
い
て
は
、
学
校

か
ら
申
込
書
・
誓
約
書
が
配
布

さ
れ
ま
す
。

※
年
数
回
、
い
く
つ
か
の
会
場
で

漢
字
検
定
を
実
施
し
ま
す
。

※
「
土
曜
・
長
期
休
業
講
座
」
と

は
別
に
英
語
体
験
・
科
学
体
験

な
ど
複
数
の
教
室
か
ら
な
る

「
備
前
ま
な
び
塾+

体
験
活
動

講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の

講
座
の
案
内
は
別
途
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
こ
ち
ら
の
講
座
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。

問

社
会
教
育
課
（
☎
 
１
８
４
１
）

津
山
高
専

ジ
ュ
ニ
ア
ド
ク
タ
ー
育
成
塾

第
３
期
生
募
集

　

津
山
高
専
で
は
、
科
学
技
術
分

野
で
将
来
活
躍
す
る
逸
材
を
発
掘

し
育
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
第
３
期
生
を

募
集
し
ま
す
。

内

生
命
科
学
か
ら
宇
宙
ま
で
広
範

で
専
門
的
な
学
習
機
会
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
強
く
関
心
を

持
っ
た
分
野
で
の
探
究
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

対

理
数
・
情
報
分
野
に
強
い
興
味

を
持
つ
小
学
５
年
生
～
中
学
３

年
生
。
た
だ
し
、
す
べ
て
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
可
能
で
あ
る

こ
と
。

定

4０
人
※
選
抜
審
査
が
あ
り
ま
す

所

津
山
工
業
高
等
専
門
学
校

時

令
和
２
年
７
月
～
令
和
３
年
３

月
、
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日

１３
時
～
１7
時
（
都
合
に
よ
り
変

更
の
可
能
性
有
り
）
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お知らせ　  information

募
集
受
付

　

４
月
１
日
㈬
～
６
月
１9
日
㈮

応
募
方
法

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
申 

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

h
ttp

s://jrd
r-tsu

yam
ako

sen
.

jp
/

　

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
募
集
期
間
中

の
６
月
１３
日
㈯
に
開
催
し
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
で
受
け
付
け
ま
す
。

問

津
山
高
専…

学
術
・
社
会
連
携

推
進
事
務
室
内　

ジ
ュ
ニ
ア
ド

ク
タ
ー
育
成
塾
事
務
局
（
☎

０
８
６
８
・
２
４
・
８
４
０
２
）

手
話
通
訳
者
を
設
置
し
て
い

ま
す
（
設
置
時
間
の
変
更
）

　

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
が
市

役
所
へ
来
庁
さ
れ
た
際
に
、
窓
口

職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
お
手
伝
い
す
る
た
め
、
手
話
通

訳
者
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
よ
り
設
置
日
時
が
下
記
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。

設
置
日
時

開
庁
日
の
８
時
３０
分
～

１7
時

設
置
場
所

社
会
福
祉
課
障
が
い
者

福
祉
係

問

社
会
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

（
☎
 
１
８
２
４
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
 

４
０
９
４
）

手
話
を
使
っ
て
み
よ
う

　

聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
に
は
、
身
振

り
、
筆
談
、
手
話
な
ど
さ
ま
ざ
ま

あ
り
ま
す
。

　

顔
を
見
あ
わ
せ
て
、
笑
顔
で
あ

い
さ
つ
か
ら
、
手
話
を
使
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

【
お
は
よ
う
】
こ
め
か
み
に
当
て
た

拳
を
下
に
お
ろ
す
。

境
界
問
題
合
同
相
談
会

（
要
予
約
）

時

５
月
２０
日
㈬　

１０
時
～

所

岡
山
地
方
法
務
局
備
前
支
局

（
東
片
上3

8
2

番
地
）

内

土
地
の
境
界
に
関
す
る
相
談
。

１
件
当
た
り
１
時
間
以
内

　

（
※
資
料
が
あ
れ
ば
お
持
ち
く

だ
さ
い
）

料

無
料

担
当

岡
山
地
方
法
務
局
、
岡
山
県

土
地
家
屋
調
査
士
会

申

問

岡
山
県
土
地
家
屋
調
査
士
会…

（
☎
０
８
６
・
２
２
２
・
４
６
０
６
）

　
　
そ 

の 

他
　

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

４
月
６
日
㈪
～
15
日
㈬

…

「
思
い
や
り　

…

ゆ
と
り
は

　
　
　
　

無
事
故
へ
つ
づ
く
道
」

※
４
月
１０
日
㈮
は
「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
で
す
。

⃝

重
点
目
標

・

全
国
共
通
重
点
目
標　

①
子
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行

者
の
安
全
の
確
保

②
高
齢
運
転
者
等
の
安
全
運
転

の
励
行

③
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・
岡
山
県
の
重
点
目
標

①
危
険
な
横
断
の
禁
止

②
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
励
行

③
自
転
車
利
用
時
の
「
な
が
ら

運
転
」
の
禁
止

問

危
機
管
理
課
く
ら
し
安
全
係

（
☎
 
１
８
７
６
）

固
定
資
産
課
税
台
帳
な
ど
の

縦
覧
お
よ
び
閲
覧

【
縦
覧
】
自
己
の
土
地
・
家
屋
と

ほ
か
の
人
の
土
地
・
家
屋
の
評

価
額
を
比
較
し
、
自
己
の
土

地
・
家
屋
の
評
価
額
が
公
平
・

適
正
で
あ
る
か
を
確
認
す
る
制

度
で
す
。

縦
覧
期
間

４
月
１
日
㈬
～
４
月
３０

日
㈭

※
8
時
３０
分
～
１7
時
１5
分
（
市
役

所
閉
庁
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所
お
よ
び
対
象
地
域

　

税
務
課
資
産
税
係
（
☎
 
１
８…

１
６
）
…
…
市
内
全
域

　

日
生

管
理
課
（
☎
 
１
１
０
２
）

　

…
…
日
生
地
域

　

吉
永

管
理
課
（
☎
 
２
５
１
２
）

　

…
…
吉
永
地
域

縦
覧
で
き
る
人

　

納
税
者
本
人
（
代
理
権
を
授
与

さ
れ
た
代
理
人
を
含
む
）

【
閲
覧
】
自
己
の
固
定
資
産
税
課

税
台
帳
を
確
認
す
る
制
度
で
す
。

閲
覧
期
間

４
月
１
日
㈬
～
令
和
３

年
３
月
３１
日
㈬

※
8
時
３０
分
～
１7
時
１5
分
（
市
役

所
閉
庁
日
を
除
く
）

閲
覧
場
所

　

税
務
課
資
産
税
係
（
☎
 
１
８…

１
６
）

　

日
生

管
理
課(

☎
 
１
１
０
２)

　

吉
永

管
理
課(

☎
 
２
５
１
２)

閲
覧
で
き
る
人

・
納
税
者
本
人
（
代
理
権
を
授
与

さ
れ
た
代
理
人
を
含
む
）

・
借
地
、
借
家
人
な
ど
の
土
地
ま

た
は
家
屋
の
使
用
、
収
益
を
目

的
と
す
る
権
利
を
有
す
る
人

・
固
定
資
産
の
処
分
を
す
る
権
利

を
有
す
る
一
定
の
人

※
縦
覧
・
閲
覧
の
際
に
必
要
な
書

類
な
ど
は
、
各
窓
口
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

税
務
課
（
☎
 
１
８
１
６
）

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

健
康
保
険
料
率
は
引
き
下
げ
、

介
護
保
険
料
率
は
引
き
上
げ
。

　

協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業
な

ど
で
働
く
従
業
員
と
そ
の
家
族
の
皆 

さ
ん
が
加
入
す
る
健
康
保
険
で
す
。

　

令
和
２
年
３
月
分
（
４
月
納
付

分)

か
ら
の
健
康
保
険
料
率
は
、

１
０
．２
２
％
を
１
０
．１
７
％
へ

引
き
下
げ
、
介
護
保
険
料
率
は
、

１
．７
３
％
を
１
．７
９
％
へ
引
き

上
げ
と
な
り
ま
す
。（
任
意
継
続

被
保
険
者
の
人
は
令
和
２
年
４
月

分
か
ら
変
更
）

　

協
会
け
ん
ぽ
の
健
康
保
険
料
率

に
つ
い
て
は
、
毎
事
業
年
度
に
お
い

て
、
都
道
府
県
ご
と
に
地
域
の
医
療

費
等
を
反
映
し
算
定
し
て
い
ま
す
。

問

協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部
（
☎

０
８
６
・
８
０
３
・
５
７
８
０
）

下
水
道
の
お
知
ら
せ

【
下
水
道
へ
の
接
続
】

　

下
水
道
工
事
が
完
成
し
、
下
水

道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
地
区

内
（
供
用
開
始
区
域
）
は
、
台
所

や
お
風
呂
な
ど
の
排
水
設
備
（
水

洗
化
）
工
事
を
す
み
や
か
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

排
水
設
備
（
水
洗
化
）
工
事
を

す
る
と
き
は
、
必
ず
市
が
指
定
し

た
「
指
定
工
事
店
」
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
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供
用
開
始
区
域
、
指
定
工
事
店

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

下
水
道
課
へ
の
届
出

・
下
水
道
の
使
用
を
開
始
、
中
止

す
る
と
き

・
地
下
水
の
使
用
に
変
更
が
あ
る

と
き

・
地
下
水
を
下
水
道
へ
排
水
し
て

い
る
人
で
使
用
人
数
が
変
わ
っ

た
と
き

【
合
併
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補

……

助
金
制
度
】

　

下
水
道
の
計
画
区
域
で
は
な
い

地
区
に
お
い
て
、
新
し
く
合
併
浄

化
槽
を
設
置
す
る
人
に
補
助
金
を

交
付
す
る
制
度
で
す
。
必
ず
設
置

前
に
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
２
年
４
月
１
日
よ
り
、
補

助
対
象
の
基
準
が
変
わ
り
ま
す
。

合
併
浄
化
槽
が
設
置
さ
れ
て
い
る

家
屋
に
住
ん
で
い
る
人
の
場
合
、

補
助
金
の
交
付
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
金
限
度
額

・
５
人
槽　

  

5３
万
２
千
円

・
７
人
槽　

  

7１
万
４
千
円

・
１０
人
槽  

１
０
４
万
８
千
円

【…

水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
あ
っ

せ
ん
及
び
利
子
補
給
制
度
】

　

く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に

改
造
す
る
た
め
の
工
事
費
に
対
し

て
、
利
子
の
一
部
を
助
成
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

申

問

下
水
道
課
（
☎
 
１
８
６
４
）

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
費

補
助
事
業
」の
申
請
に
つ
い
て

受
付
期
間

４
月
１
日
㈬
～
１２
月
２8

日
㈪

※
予
算
の
執
行
状
況
に
よ
り
受
付

を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
付
窓
口

都
市
住
宅
課
（
本
庁
舎

４
階
）
※
郵
送
で
は
受
付
で
き

ま
せ
ん
。

申
請
書
類

都
市
住
宅
課
、
日
生
・

吉
永
総
合
支
所
、
三
石
・
三
国

出
張
所
に
配
置
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

補
助
額

対
象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
の
１
／
１０

交
付
限
度
額

市
内
施
工
業
者
の
場

合
、
上
限
２０
万
円
、
市
外
施
工

業
者
の
場
合
、
上
限
１０
万
円

※
対
象
要
件
に
よ
り
変
わ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

交
付
方
法

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
が
完

了
し
、
補
助
金
額
確
定
後
に
交

付
し
ま
す
。

【
申
請
に
つ
い
て
】

申
請
者

本
市
に
住
民
登
録
し
、
リ

フ
ォ
ー
ム
予
定
の
住
宅
に
住
ん

で
い
る
人
な
ど

対
象
住
宅

申
請
す
る
人
が
居
住
の

用
に
供
し
て
い
る
住
宅
な
ど

対
象
工
事

リ
フ
ォ
ー
ム
に
要
す
る

工
事
費
が
5０
万
円
（
消
費
税
込

み
）
以
上
な
ど

※
必
ず
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
前
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
！

問

都
市
住
宅
課
移
住
定
住
推
進
係

（
☎
 
２
２
２
５
）

緑
の
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

４
月
１
日
か
ら
５
月
３１
日
ま
で

が
春
の
み
ど
り
の
期
間
に
な
り
ま

す
。
緑
の
募
金
は
公
園
・
学
校
な

ど
の
地
域
緑
化
活
動
に
利
用
し
ま

す
。
緑
豊
か
な
環
境
作
り
の
た
め
、

募
金
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

公
益
社
団
法
人　

岡
山
県
緑

化
推
進
協
会
備
前
支
部
（
☎

０
８
６
・
２
３
３
・
９
８
３
３　

Ｆ

Ａ
Ｘ
０
８
６
・
２
３
４
・
９
０
６
４
）

環
境
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

「
岡
山 

備
前 

Ｓ
Ｅ
Ａ 

Ｔ
Ｏ

 

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ 

２
０
２
０
」

 

開
催
中
止

　

４
月
１１
日
㈯
・
１２
日
㈰
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
、
開
催
を
中
止
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

問

産
業
観
光
課
（
☎
 
１
８
３
２
）

8888888

旧庁舎備品をリユース（再利用）

　新庁舎への移転に伴い、旧市役所庁舎で使用した

ロッカー、机、いすなどの備品が市内の公民館や体育施

設、社会福祉協議会などに引き渡されました。後日、市

民向けのリユース（再利用）もご案内します。
問財政課（☎64-１8１０）

マイナンバーカードの
取得について

　マイナンバーカードはご自
宅のパソコンやスマートフォ
ンからでも申請できます。
　市役所窓口で申請のサ
ポートも行っています。
問市民課（☎64-１8１8）

……問問い合わせ先　　申申し込み　　時とき　　所場所　　内内容　　対対象　　定定員　　講講師　　料費用　　休休館日

市営住宅等　入居者募集

◆募集期間　4月1日㈬～１０日㈮
【特定公共賃貸住宅】スワ・吉永中
　なお、4月以降の新規入居者の人から、条例
改正などにより、連帯保証人は不要となります。
申 問都市住宅課（☎₆4︲1851⎠
　　  日生 管理課（☎₇2︲1104）
　　  吉永  管理課（☎84︲2513）
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乳
幼
児
健
診･

育
児
相
談

乳
幼
児
健
診･

育
児
相
談

　　　　 内　容 対 象 と　き（受付） と こ ろ

４か月児健診 令和元年11月生 8日㈬　13：00〜13：30

総合保健施設

【吉永】

1歳6か月児健診 平成30年10月生 15日㈬　13：00〜13：30

2歳 6 か月児歯科健診 平成29年10月生 16日㈭　13：00〜13：15

3歳6か月児健診 平成28年10月生 22日㈬　13：00〜13：30

かみかみ離乳食と歯の教室 令和元年6月生 14日㈫　9：40〜10：00

4月

献血にご協力下さい備前市健康づくり3か条

•今より10分多く歩く

•野菜から先に食べる

•体重を毎日はかる
　  【第2次健康びぜん21】

健康健康情
報
情
報

予防接種のお知らせ

問保健課

高齢者肺炎球菌

　肺炎は、日本人の死亡原因の第3位となってお

り、特に高齢者の肺炎での死亡率は高くなってい

ます。

　肺炎予防のためにできることのひとつに予防接

種があります。

　肺炎球菌ワクチンは、すべての肺炎を予防でき

るわけではありませんが、肺炎球菌による肺炎を

予防し、重症化を防ぐことができます。

◆定期接種対象者

① 右の表の年齢の人のうち、今までに市の助成

を使って高齢者肺炎球菌の予防接種を受けた

ことがない人

※今年度のみ助成のある定期予防接種として接種

することができます。

※今年度対象となる人には4月上旬に案内文を送

付します。

② 満6０歳以上65歳未満の人で心臓・腎臓もしく

は呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルス

による免疫の障がいを有する人（身体障害者

手帳1級相当）

◆持参物　健康保険証、案内文、予診票、

　　　　　接種料金（自己負担額２,5００円）

65歳 昭和３０年4月2日～昭和３１年4月1日生

7０歳 昭和２5年4月2日～昭和２6年4月1日生

75歳 昭和２０年4月2日～昭和２１年4月1日生

8０歳 昭和１5年4月2日～昭和１6年4月1日生

85歳 昭和１０年4月2日～昭和１１年4月1日生

9０歳 昭和5年4月2日～昭和6年4月1日生

95歳 大正１4年4月2日～大正１5年4月1日生

１００歳 大正9年4月2日～大正１０年4月1日生

問保健課（☎64-1820）

と　　き と こ ろ

4月１5日㈬ 9：３０～１6：００ リフレセンター
びぜん

受付は400mlのみとなります。

皆さんの善意のご協力をよろしくお願いします。

ＭＲ(風しん・麻しん)
　麻しん（はしか）は、伝染力が強く、肺炎や脳

炎などの合併症で重い後遺症を残すことや命を奪

うこともある病気です。

　風しんは、軽い風邪の症状から始まり、発熱・

発疹・首のリンパ節が腫れる症状が出ます。発疹

も熱も2～3日で治ることから『三日はしか』と

も呼ばれています。妊娠初期の妊婦が感染する

と、生まれてくる赤ちゃんの目や耳・心臓に障が

いが起きることがあるので、妊娠前に免疫をつけ

ておく必要があります。

　また、進学や就職の際に接種歴を確認される場

合もあるので、早目に予防接種を受けましょう。

接種期間を過ぎると有料になります。

◆今年度の定期接種対象者

　1期：1歳の誕生日～2歳の誕生日の前日まで

　2期：小学校就学前1年間

　　　（平成２6年4月2日～平成２7年4月1日生）

◆持参物　健康保険証、母子健康手帳、予診票
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市内スポーツ施設ご案内

■体育施設利用（管理者：（一財）備前市施設管理公社）

■総合運動公園使用予約（５月分）

体育施設 問い合わせ先

総合運動公園

☎₆₃︲₃₈₁₁伊部運動公園

三石運動公園

シーサイドプールびぜん ☎₆₃︲₃₈₁₂

日生運動公園 ☎₇₂︲₂₂₂₆

シーサイドプールひなせ ☎₇₂︲₁₇₄₁

吉永Ｂ＆Ｇ海洋センター ☎₈₄︲₃₇₇₆

◆利用時間　₉：₀₀～₂₁：₀₀

　（シーサイドプールびぜんは ₁₀：₀₀～₂₀：₃₀⎠

　（シーサイドプールひなせは ₁₁：₃₀～₂₀：₃₀

   土曜・日曜は₁₁：₃₀～₁₉：₀₀までとなります）

◆休園(館)　毎週月曜日、₃₀日㈭

４月₁₀日㈮ ₁₈：₀₀～  窓口、電話（☎₆₃︲₃₈₁₁）で予約可。

４ 月の相談 無料

法律相談

心配ごと相談

行政相談

子育てに関する相談

▼　と　き ▼　相談会場・電話

※祝日の相談はありません。
　相談日程は変更になる場合
　があります。

※市民センターで開催される相談は会場が変更になる場合がありますので、事前にご確認ください。

※ 有料 法律相談  東備法律相談センター　毎週水曜日 １３：００～１6：１０（和気町総合福祉センター 要予約・☎０86-２３4-5888）

　東備法律相談センターの無料利用券がありますのでご利用ください。ただし、数に限りがあります。（問☎64-１8００）

弁護士による法律相談
（離婚、相続、消費者被害など）

14日㈫・28日㈫
　　　　１３：００～１6：００

社会福祉協議会（備前）問☎64-３０３３
要予約　１週間前から

公証相談 
（遺言、 金銭貸借 契約、 離婚など）

20日㈪　１３：００～１5：００ 備前市役所5階　会議室 問☎64-１8００
要予約　１週間前から前日午前中まで

心配ごと相談
15日㈬　１０：００～１２：００ 吉永地域公民館　　　　問社協  ☎84-３8３9

28日㈫　１３：００～１5：００ 日生総合支所　　　　　問社協  ☎7２-２5１０

なやみごとなんでも相談室
　　　‒ 人権擁護委員による ‒

20日㈪　１３：００～１5：００ 備前市役所5階　会議室 問☎64-１8００ 

28日㈫　１３：００～１5：００ 日生総合支所　　　　　問☎7２-１１０4

一般相談 毎週㈭　１３：００～１5：００ 社会福祉協議会（備前）問☎64-３０３３ 電話相談可

備前会場 20日㈪　１３：００～１5：００ 備前市役所5階　会議室 問☎64-１8００

日生会場 28日㈫　１３：００～１5：００ 日生総合支所　　　　　問☎7２-１１０4

吉永会場 15日㈬　１０：００～１２：００ 吉永地域公民館　　　　問☎84-２5１１

すこやか相談（妊娠・出産・子育て）
市役所勤務日と同一 子育て支援課

（すこやかびぜん）　　　
問☎64-１85３

児童相談

育児相談 月～金曜日　8：３０～１7：００ 子育て支援センター　　問☎67-１１１5 面接要予約

青少年育成相談 月～金曜日　8：３０～１7：００ 青少年育成センター　　問☎64-4１58

子育てなんでも相談 月～金曜日　8：３０～１7：１5 社会福祉協議会（備前）　問☎64-３０３３ 要予約

住宅相談（県建設労働組合和気支部） 20日㈪　１３：００～１5：００ 備前市役所5階　会議室 問☎64-１8００

ＤＶ相談 市役所勤務日と同一 市民協働課　　　　　　問☎64-１8２３

消費生活相談 市役所勤務日と同一 危機管理課　　　　　　問☎64-１876
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えがおルームで遊ぼう３日㈮

手遊び・ふれあい遊び　₁₀日㈮

こいのぼりを作ろう　※材料費：₁₅₀円₂₄日㈮

親子でリトミック（０歳から）　
※₁₀日㈮までに要予約　先着₁₅組 資料代₃₀₀円

₁₇日㈮

【作り方】

①鰆はしっかり水気をふき取り、両面に塩・こ

しょうを軽くふる。ミニトマトは半分に切る。

　春キャベツはざく切りに、パセリはみじん切

りにする。

②冷たいフライパンにオリーブ油・つぶしたに

んにくを入れ、弱火にかけて香りを立たせる。

③鰆を盛り付ける時に上になる面から焼く。焼

き色がついたらひっくり返し、コンソメ・水・

白ワイン・春キャベツ・トマトを加え、オー

ブンシートまたはアルミホイルで落とし蓋を

し、さらに蓋をして中火で５分煮る。

④スプーンで鰆の表面に煮汁をかけながら煮込

み、黒こしょうをふる。

⑤煮汁を残した状態で火を止める。スープ皿に

盛り付けてパセリを散らす。

親と子のつどいのひろば
４月 就学前の親子がいつでも利用できます。くわしい

イベント日程は備前市 HPをご覧ください。

☎070・5425・8461　月～金曜日
₉：₀₀～₁₄：₀₀（市社会福祉協議会日生支所裏）

☎080・5758・3375　月～金曜日
₉：₀₀～₁₄：₀₀（旧吉永保育園）

☎93・4503　火～土曜日
₁₀：₀₀～₁₅：₀₀（久々井のお山）

☎67-1115（伊里認定こども園内）

◆施設開放日　月・火・木・金曜日…10：00～15：00
　　　　　　　水曜日　12：00～17：00
◆出前保育（隔週水曜日）
◆育児相談（４月の相談参照）

◆今月の行事（10：00～11：00）

☎64-0087　月～土曜日（月・土隔週）

₁₀：₀₀～₁₅：₀₀（伊部小学校裏）

わくわくるーむ

うみっこ丸

しずちゃん家（ち）

備前プレーパーク！森の冒険ひみつ基地

子育て支援センター

春キャベツと鰆
さわら

の
アクアパッツァ

〈1人分エネルギー　245Kcal、塩分1．1ｇ〉

広告

宝くじ助成金で整備

　（一財）自治総合センター

の事業により、伊部片口団地

町内会はコミュニティセンター

を宝くじの助成金で整備しました。
問この事業の申請については、

　市民協働課（☎64-１8０6）へご相談ください。

～ 地場産物を使った料理や郷土料理の
作り方を紹介します ～
問保健課（☎64-1820）

伝えていきたい備前の味伝えていきたい備前の味
～ 地場産物を使った料理や郷土料理の

作り方を紹介します ～
問保健課（☎64-1820）

【材料】４人分

鰆…４切れ、塩・こしょう…少々

オリーブ油…大さじ2、にんにく…1/2かけ

パセリ…少々、春キャベツ…1/4玉

ミニトマト…12個、コンソメキューブ…1個

水…100㏄､ 白ワイン…100㏄、黒こしょう…少々
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広告

４月図書館だより
◆開館時間　9：30〜18：00
◆休館日　毎週月曜日と28日㈫、30日㈭

※ 新型コロナウイルス感染拡大予防のため中止となる
場合があります。

本館 市立図書館（市民センター内 ☎₆₄︲₁₁₃₄）
日生 日生分館 （日生市民会館内 ☎₇₂︲₁₀₈₅） 
吉永 吉永分館 （吉永地域公民館内 ☎₈₄︲₂₆₀₅）

乳乳児　幼幼児
小小学生

よみきかせ会よみきかせ会
よみきかせ会 対象 と　　き

本
館

おはなしの森 乳 幼 ₂₁日㈫ ₁₀：₃₀～₁₁：₃₀

おはなし広場 幼 小 ₁₁日㈯ ₁₀：₃₀～₁₁：₃₀

日
生

おはなしみかん 乳 幼 ２日㈭ ₁₀：₃₀～₁₁：₃₀

海辺のおはなし会 幼 小 ₁₁日㈯ ₁₀：₃₀～₁₁：₃₀

吉
永

もこもこ 乳 幼 ₁₄日㈫ ₁₀：₃₀～₁₁：₃₀

よみきかせ会 幼 小 ₂₅日㈯ ₁₀：₃₀～₁₁：₃₀

と　　き と　こ　ろ

21日㈫

₁₁：₀₀～₁₁：₃₀ 日生町漁協頭島支所前

₁₃：₄₀～₁₄：₁₀ 日生東公民館

₁₄：₂₀～₁₄：₅₀ 日生体育館

₁₅：₁₀～₁₅：₄₀ 旧日生病院跡

22日㈬

₁₀：₃₀～₁₁：₀₀ 神根公民館

₁₁：₃₀～₁₂：₀₀ 三国公民館

₁₄：₃₀～₁₅：₀₀ 三石出張所

23日㈭

₁₁：₀₀～₁₁：₃₀ 穂浪コミュニティハウス

₁₃：₃₀～₁₄：₀₀ 東鶴山公民館

₁₄：₁₅～₁₄：₄₅ 鶴海自治公民館

₁₅：₁₅～₁₅：₄₅ 西鶴山公民館

24日㈮

₁₁：₀₀～₁₁：₃₀ いんべ通園センター

₁₃：₃₀～₁₄：₀₀ 香登公民館

₁₄：₃₀～₁₅：₀₀ 伊部公民館

 

自
動
車
文
庫
巡
回
日
程　

図書館からのお知らせ

本の紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

本館 　『 心もカラダもスッキリ ! 不調知らず ! 食べ方

レッスン BOOK』　金澤良枝／監修　ナツメ社

　朝・昼・夕食の注意点や改善方法、ダイエットの悪

影響とサプリメントの利用方法、不調の改善と予防の

ための食事について、4コマ漫画を交えて解説する。

吉永 『 マンガでわかる!10代に伝えたい人生を前に進

める名言集』　定政敬子／文　大和書房
　勉強がつまらない、まわりの目が気になる、カッと

なる自分をやめたい…。₁₀代の若者たちの悩みにそっ

と寄り添う偉人の言葉や、同じような悩みで苦しんだ

偉人のエピソードを紹介します。

日生 『四角い光の連なりが』　越谷オサム/著　新潮社

　恋と作文に悩む九州の小学生も。夫を亡くしたおば

あちゃんも。人気急上昇中の四国生まれの落語家も。

東北に帰郷する激務のサラリーマンも、ポーランド育

ちの関西人で熱狂的な阪神ファンも。ふとしたときに

思い出す。笑ったこと、泣いたこと。恋したこと、さ

よならしたこと。そこにはいつも、列車があった―。

読み終えたとき、きっとあなたはこう思う。明日から

またがんばろう。

巡回時間の変更

　4月から自動車文庫の伊

部公民館の巡回時間、およ

び日生地域の巡回時間が変

更となります。ご注意くだ

さい。くわしくは、自動車

文庫の巡回日程をご覧くだ

さい。
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　赤いかわら屋根が目印の海辺の小さな一軒家、それが日生子

育てひろば「うみっこ丸」です。日生の中心部に位置し、いつ

でも気軽に立ち寄れるアットホームな憩いの場として、子育て

中の親子の人たちに愛されています。毎月開催しているイベン

トは手作り体験・育児や生活の学びなど、親子の楽しみや育児

の合間のリフレッシュに利用されています。お年寄りや中学生

ボランティアとの交流など、地域の人たちの輪も広がっていま

す。子育て支援コーディネーターが常時、子育て情報の提供、

相談対応もしています。どうぞ気軽に遊びに来てください。

（うみっこ丸より）

★うみっこ丸　月～金曜日　９時～₁₄時

　日生町日生639-12　TEL070-5425-8461

４ 月 休日当番医

※市税等については、納期限内までの納付を
お願いします。納期限を過ぎた場合、延滞
金が課せられますのでご注意ください。

※納め忘れがなく、便利な口座振替をおすす
めしています。お手続きは、引き落としを
ご希望の金融機関窓口で！市では納期限内
納付者との公平性を保つために滞納整理を
行っています。

※便利な口座振替の手続きは、お取引のあ
る金融機関窓口で！市では滞納整理を強
化しています。

問税務課（☎₆₄︲₁₈₁₄）

問水道課（☎₆₄︲₁₈₆₂）

納
税

■「広報びぜん」は自治会などを通じ

てお届けしています。

■その他、市施設などや市内のコンビ

ニエンスストアに設置していますの

でご利用ください。

●この広報紙は再生紙を使用し、環境

にやさしい植物油インキで印刷して

います。

●ユニバーサルデザイン（UD）の考

えに基づいた見やすいデザインの文

字を採用しています。

広告

 潮風あふれる子育てひろば
「うみっこ丸」

地域子育て支援拠点

子育てひろば「うみっこ丸」は、NPO法人ふれあいサポートちゃてぃずが市の委託を受けて運営しています。

※休日当番医（診療時間９時～₁₇時）
※変更になる場合がありますので、
　事前にご確認ください。

5日
㈰

木村内科 伊部 ☎₆₄︲₃₄₉₇

こまざわ小児科医院 伊部 ☎₆₃︲₃₀₈₀

₁₂日
㈰

日生病院 寒河 ☎₇₂︲₁₁₁₁

平病院 和気町尺所 ☎₉₃︲₁₁₅₅

₁₉日
㈰

小林内科医院 鶴海 ☎₆₅︲₈₀₀₃

吉永病院 吉永中 ☎₈₄︲₂₁₂₀

₂₆日
㈰

草加病院 西片上 ☎₆₄︲₃₈₁₁

小谷医院 和気町和気 ☎₉₃︲₀₅₅₅

₂₉日
㈬

備前病院 伊部 ☎₆₄︲₃₃₈₅

大田原医院 和気町大田原 ☎₉₃︲₀₀₃₅

水道料金および下水道使用料の納期限

は、 

４月₁₆日㈭です。

固定資産税・都市計画税（全期・1期）

の納期限は、

４月₃₀日㈭です。

水道・下水道料金
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